
JP 4102370 B2 2008.6.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送された放送信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された放送信号のうち、ある期間に受信された放送信号である
番組を記録媒体に記録する番組記録手段と、
　前記記録媒体中に、前記番組が記録された領域へのリンク構造を有する番組関連情報を
所定の規格に基づくデータ構造で記録し、当該番組関連情報内には前記規格で定められて
いない属性情報であって当該番組の属性を示す属性情報を、前記規格で定められていない
データ運用方式を示すデータ運用識別子と対にして当該データ運用方式に従ったデータ構
造で記録する番組属性記録手段とを備える記録装置であって、
　前記番組属性記録手段は、前記規格において、最後に記録媒体にアクセスした記録装置
を再生装置が確認することができるようにするために、前記記録媒体にデータを記録した
装置が装置情報を記録しなければならないと規定されている最終記録装置情報領域に、前
記データ運用識別子を記録することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　記録媒体に記録されている番組を再生する再生装置であって、
　前記番組が記録されている領域へのリンク構造を有する番組関連情報が所定の規格に基
づくデータ構造で記録されており、当該番組関連情報内には前記規格で定められていない
属性情報であって当該番組の属性を示す属性情報が、前記規格で定められていないデータ
運用方式を示すデータ運用識別子と対にして当該データ運用方式に従ったデータ構造で記
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録されている前記記録媒体から、前記属性情報と前記番組とを読み出す読出手段と、
　前記読出手段により読み出された前記属性情報を表示する表示手段と、
　前記読出手段により読み出された番組を再生する再生手段とを備え、
　前記記録媒体は、前記規格において当該記録媒体にデータを記録した装置が装置情報を
記録しなければならないと規定されている最終記録装置情報領域を有し、
　前記読出手段は、前記最終記録装置情報領域に前記データ運用識別子が記録されている
か判定し、記録されている場合に限り前記属性情報の読み出しを行うことを特徴とする再
生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は放送番組を記録する記録装置及び記録された番組の再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　放送局は行政機関等により割り当てられた放送周波数を用いてテレビ放送を行う。例え
ば日本国では郵政省が放送周波数の割り当てを行っている。
　ここでテレビ放送とは、ある放送局が、ある放送形式で、ある周波数を用いて行う番組
の放送をいう。放送形式とは、アナログ放送であるかデジタル放送であるかの別や地上波
による放送であるか衛星放送であるかの別等をいう。以下、放送周波数と一対一に対応し
て定められているチャンネル番号を放送チャンネル番号といい、放送チャンネル番号と放
送形式との組を放送チャンネルという。
【０００３】
　この放送周波数の割り当てによって、あるエリアにおいて受信できる地上波の各テレビ
放送は、基本的にいずれも異なる放送チャンネル番号と対応付けられているが、周波数資
源の有効利用等のため離れたエリア同士においては別個のテレビ放送に同一の放送チャン
ネル番号が対応付けられている場合もある。
　従って、放送チャンネル番号から１つのテレビ放送やその放送元である１つの放送局を
特定することが、必ずできるとは限らない。
【０００４】
　ところで、テレビやビデオレコーダには、ユーザが放送チャンネル番号に対して操作用
の番号を任意に割り当てることができる機能を持つものが多い。この操作用の番号は、ユ
ーザにとって、チューナにより受信する各テレビ放送を特定するため等に用いられるもの
であり、ユーザには放送チャンネル番号と同様なものとして認識されている場合もある。
以下、この操作用の番号を操作チャンネル番号という。
【０００５】
　従来のアナログビデオレコーダには、放送番組の録画時にチューナが受信しているチャ
ンネルに対応する操作チャンネル番号を記録媒体であるビデオテープに記録しておき、そ
の記録した操作チャンネル番号を再生時に参照させる機能をもつものがあった。この参照
により例えば再生した画面中に操作チャンネル番号を表示することや、操作チャンネル番
号のユーザによる指定を受けてこの指定に応じて再生対象とする番組をサーチすること等
が可能になる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、この従来のアナログビデオレコーダにおける操作チャンネル番号を記録
媒体に記録する機能には、次のような問題がある。
（１）あるアナログビデオレコーダにより録画時に操作チャンネル番号が記録された記録
媒体を、他のアナログビデオレコーダにセットして再生しようとする場合において、アナ
ログビデオレコーダ間で操作チャンネル番号の設定が互いに異なれば、記録されている操
作チャンネル番号の参照が無意味なものとなる。例えば、Ａ氏が自己の所有するアナログ
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ビデオレコーダで番組を録画した記録媒体をＢ氏に渡し、Ｂ氏が自己の所有するアナログ
ビデオレコーダでその記録媒体を再生する場合においては、Ａ氏の設定に基づく操作チャ
ンネル番号が表示等されてもＢ氏にはその操作チャンネル番号がどの放送チャンネルに対
応するものであるのかがわからない。
（２）たとえ操作チャンネル番号と放送チャンネル番号とが同じ番号であるように設定し
ていることを前提にしても、あるエリアに置かれているアナログビデオレコーダにより地
上波のテレビ放送録画時に操作チャンネル番号が記録された記録媒体を移送して、そのエ
リアから遠く離れた他のエリアに置かれたアナログビデオレコーダにセットして再生しよ
うとする場合においては、記録されている操作チャンネル番号の参照が無意味となり得る
。上述したように周波数資源の有効利用等のために、遠く離れたエリア間では同一の放送
チャンネル番号に異なるテレビ放送が割り当てられているからである。
【０００７】
　また、さらに放送周波数に対応する放送チャンネル番号を記録媒体に記録する機能を想
定したとしても、その機能は上述の（２）に示す問題を抱えている。なお、この機能には
同一のアナログビデオレコーダで録画と再生を行うとしても、録画後に遠く離れたエリア
に引越ししてそこで再生する場合には、録画時に記録された放送チャンネル番号が引越し
後のエリアで通用する放送チャンネル番号とは異なっており、記録された放送チャンネル
番号の参照が有用ではないという問題がある。
【０００８】
　即ち、記録媒体への番組の記録時に操作チャンネル番号又は放送チャンネル番号を記録
する技術は、一定の条件下でのみテレビ放送を特定する効果を奏するものであるが、例え
ば記録媒体の移送、記録された番組のネットワークを通じての転送、引越し、操作チャン
ネル番号の設定変更等により、テレビ放送の特定或いは放送局の特定には不十分なものと
なる。
【０００９】
　なお、従来はアナログ方式で番組や放送チャンネル番号の記録が行われていたため、記
録できる情報量に制約があり、また記録形式等は異なるメーカのアナログビデオレコーダ
間で互換性がなかった。しかし昨今では広範な流通を前提に互換性を考慮したＤＶＤ－Ｒ
ＡＭ等のディジタル記録媒体に様々な情報を十分に記録することが可能であり、このよう
なディジタル記録媒体に放送番組等が記録されれば、複数メーカの機器で再生可能となり
従来より広範な範囲で記録内容の流通や利用が行われる。従って、現在、上述の問題の発
生するケースが増大しているため、十分な記憶容量の記録媒体等を活かし、上述の問題を
解決することが強く望まれている。
【００１０】
　そこで、本発明は上述の問題を解決すべくなされたものであり、記録された番組を再生
する装置がその番組を提供したテレビ放送或いは放送局を、チャンネル番号のみではそれ
ぞれを識別できない複数のテレビ放送の中から特定することができるように、番組を記録
媒体に記録する記録装置を提供することを第１の目的とする。また、その記録装置によっ
て記録媒体に記録された番組を再生する再生装置を提供することを第２の目的とする。
【００１１】
　また、記録対象の番組を提供したテレビ放送を複数のテレビ放送の中から特定すること
ができるようにするための情報等、番組の属性情報を、その番組とともに記録媒体に記録
する記録装置を提供することを第３の目的とする。また、その記録装置によって記録媒体
に記録された属性情報を読み出しその記録媒体に記録された番組を再生する再生装置を提
供することを第４の目的とする。
【００１２】
　また、番組を提供したテレビ放送或いは放送局を、チャンネル番号のみではそれぞれを
識別できない複数のテレビ放送の中から特定することができるようにするための情報とそ
の番組とが記録されたデータ記録媒体を提供することを第５の目的とする。
　また、番組を提供したテレビ放送を複数のテレビ放送の中から特定することができるよ
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うにするための情報等、番組の属性情報が、その番組とともに記録されたデータ記録媒体
を提供することを第６の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記第１の目的を達成するために、本発明に係る記録装置は、放送周波数と他の要素と
からなる条件によりそれぞれが特定される複数の放送信号のうち一の放送信号を受信する
受信手段と、前記受信手段により受信された放送信号と、複数の放送信号から当該受信さ
れた放送信号を識別するための放送識別情報であってチャンネル番号と他の情報とに基づ
いて特定される放送識別情報とを対応付けて記録媒体に記録する記録手段とを備えること
を特徴とする。
【００１４】
　上記構成により、放送信号と対応付けて放送識別情報が記録媒体中に記録されるので、
その記録媒体を読み出した装置は、記録されている放送信号に対応する放送識別情報を取
得することが可能になる。この結果、その読み出した装置は放送識別情報を画面に表示す
ることが可能になり、記録媒体に記録された放送信号がどのテレビ放送であるかをその装
置のユーザに知せることができるようになる。なお、ここでいう放送識別情報は、チャン
ネル番号と他の情報とに基づいて初めて特定されるものであるため、この放送識別情報に
よれば一のテレビ放送を、チャンネル番号のみでは特定できない範囲のテレビ放送群の中
から識別し得るようになり、例えば離れたエリアにおいて同じ放送チャンネルで放送され
る複数の放送局からのテレビ放送を互いに識別し得るようになる。
【００１５】
　また、上記第２の目的を達成するために、本発明に係る再生装置は、記録媒体に記録さ
れている番組を再生する再生装置であって、放送周波数と他の要素とからなる条件により
それぞれが特定される複数の放送信号から一の放送信号を識別するための放送識別情報で
あって放送周波数と他の情報とに基づいて特定される放送識別情報と、当該一の放送信号
のある期間分にあたる番組とが対応付けて記録されている記録媒体から、前記放送識別情
報の少なくとも一部と前記番組とを読み出す読出手段と、前記読出手段により読み出され
た前記放送識別情報の少なくとも一部を表示する表示手段と、前記読出手段により読み出
された番組を再生する再生手段とを備えることを特徴とする。
【００１６】
　上記構成により、ユーザは、ＤＶＤ－ＲＡＭ等の記録媒体に記録されている番組につい
ての放送局名等の放送識別情報を知ることが可能になる。なお、ここでいう放送識別情報
は、放送周波数と他の情報とに基づいて初めて特定されるものであるため、この放送識別
情報によれば一のテレビ放送を、放送周波数に対応する放送チャンネル番号にのみでは特
定できない範囲のテレビ放送群の中から識別し得るようになり、例えば離れたエリアにお
いて同じ放送チャンネルで放送される複数の放送局からのテレビ放送を互いに識別し得る
ようになる。
【００１７】
　また、上記第３の目的を達成するために、本発明に係る記録装置は、放送された放送信
号を受信する受信手段と、前記受信手段により受信された放送信号のうち、ある期間に受
信された放送信号である番組を記録媒体に記録する番組記録手段と、前記記録媒体中に、
前記番組が記録された領域へのリンク構造を有する番組関連情報を所定の規格に基づくデ
ータ構造で記録し、当該番組関連情報内には前記規格で定められていない属性情報であっ
て当該番組の属性を示す属性情報を、前記規格で定められていないデータ運用方式を示す
データ運用識別子と対にして当該データ運用方式に従ったデータ構造で記録する番組属性
記録手段とを備えることを特徴とする。
【００１８】
　上記構成により、所定の規格に反することなく、番組についての属性の内容やデータ構
造等の運用方式をデータ運用識別子で表すようにして各種属性を記録することができるた
め、放送信号について柔軟に情報を付加して記録媒体に記録することが可能になる。
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　また、上記第４の目的を達成するために、本発明に係る再生装置は、記録媒体に記録さ
れている番組を再生する再生装置であって、前記番組が記録されている領域へのリンク構
造を有する番組関連情報が所定の規格に基づくデータ構造で記録されており、当該番組関
連情報内には前記規格で定められていない属性情報であって当該番組の属性を示す属性情
報が、前記規格で定められていないデータ運用方式を示すデータ運用識別子と対にして当
該データ運用方式に従ったデータ構造で記録されている前記記録媒体から、前記属性情報
と前記番組とを読み出す読出手段と、前記読出手段により読み出された前記属性情報を表
示する表示手段と、前記読出手段により読み出された番組を再生する再生手段とを備える
ことを特徴とする。
【００１９】
　上記構成により、所定の規格では規定されていない番組の属性についても、所定のデー
タ運用識別子と対にしてその運用方式で記録媒体に記録されていれば、ユーザはその属性
を知ることができるようになる。
　また、上記第５の目的を達成するために、本発明に係るデータ記録媒体は、放送された
放送信号のある期間分にあたる番組が記録されているデータ記録媒体であって、前記番組
が記録されている番組記録領域と、前記番組記録領域中の前記番組へのリンク構造を有し
、放送周波数と他の要素とからなる条件によりそれぞれが特定される複数の放送信号から
前記番組に係る放送信号を識別するための放送識別情報であって放送周波数と他の情報と
に基づいて特定される放送識別情報が記録されている番組属性記録領域とを有することを
特徴とする。
【００２０】
　これにより、記録媒体中に番組と対応付けてその番組の放送局等を識別するための放送
識別情報が記録されているため、ユーザに番組の放送局を知らせるような再生装置を実現
することが可能になる。なお、放送識別情報は番組と対応付けられているため、例えば番
組を削除する場合には放送識別情報をも削除することが可能になる。
　また、上記第６の目的を達成するために、本発明に係るデータ記録媒体は、番組が記録
されているデータ記録媒体であって、前記番組が記録されている番組記録領域と、前記番
組が記録されている領域へのリンク構造を有する領域であり、前記番組の属性を示す属性
情報がデータ運用方式を示すデータ運用識別子と対にして当該データ運用方式に従ったデ
ータ構造で記録されている番組属性記録領域とを有することを特徴とする。
【００２１】
　これにより、番組とリンク構造を有する領域に格納されている番組の属性を利用する場
合に、属性と対として記録されいてるデータ運用識別子で示される運用方式を手掛かりと
してその運用方式に従いさえすれば、適切にその属性を記録媒体から読み出して利用する
ことが可能になる。
【発明の効果】
【００２２】
　以上の説明から明らかなように本発明に係る記録装置は、放送周波数と他の要素とから
なる条件によりそれぞれが特定される複数の放送信号のうち一の放送信号を受信する受信
手段と、前記受信手段により受信された放送信号と、複数の放送信号から当該受信された
放送信号を識別するための放送識別情報であってチャンネル番号と他の情報とに基づいて
特定される放送識別情報とを対応付けて記録媒体に記録する記録手段とを備えることを特
徴とする。
【００２３】
　これにより、放送信号と対応付けて放送識別情報が記録媒体中に記録されるので、その
記録媒体を読み出した装置は、記録されている放送信号に対応する放送識別情報を取得す
ることが可能になる。この結果、その読み出した装置は放送識別情報を画面に表示するこ
とが可能になり、記録媒体に記録された放送信号がどのテレビ放送であるかをその装置の
ユーザに知せることができるようになる。なお、ここでいう放送識別情報は、チャンネル
番号と他の情報とに基づいて初めて特定されるものであるため、この放送識別情報によれ
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ば一のテレビ放送を、チャンネル番号のみでは特定できない範囲のテレビ放送群の中から
識別し得るようになり、例えば離れたエリアにおいて同じ放送チャンネルで放送される複
数の放送局からのテレビ放送を互いに識別し得るようになる。
【００２４】
　また、前記記録手段により記録される放送識別情報は、対応付けて記録される放送信号
を放送した放送局を前記複数の放送信号それぞれを放送した放送局から識別するための放
送局識別情報であって前記チャンネル番号と前記他の情報とに基づいて特定される放送局
識別情報を含むこととしてもよい。
　これにより、放送局識別情報が放送信号と対応付けて記録媒体中に記録されるので、そ
の記録媒体を読み出す装置は、記録されている放送信号がどの放送局から放送されたもの
であるかをユーザに知らせることができるようになる。なお、放送局識別情報は、チャン
ネル番号と例えば受信エリア等の他の情報とに基づいて初めて特定されるものであるため
、この放送局識別情報によれば１つの放送局を、チャンネル番号のみでは特定できない範
囲、例えば離れた複数の受信エリアを含む範囲に所在する放送局群の中から識別し得るよ
うになる。
【００２５】
　また、前記チャンネル番号は１つの放送周波数と対応する放送チャンネル番号であり、
前記記録装置は、ユーザによる放送チャンネル番号の入力を受け付ける放送チャンネル番
号受付手段を備え、前記受信手段は、チューナを有し、前記受信手段は前記放送チャンネ
ル番号受付手段により受け付けられた放送チャンネル番号に対応する放送周波数で放送さ
れる放送信号を前記チューナにより受信することとしてもよい。
【００２６】
　これにより、ユーザが放送チャンネル番号を指定すれば、その放送チャンネル番号に対
応する放送周波数で送られる放送信号が受信されその放送信号とともに、その放送チャン
ネル番号と例えば受信エリア等の他の情報とに基づいて定められる放送局識別情報を含む
放送識別情報がＤＶＤ－ＲＡＭ等の記録媒体に記録されるようになる。
　また、前記他の情報は前記受信手段の所在するエリアを他の複数のエリアから識別する
ためのエリア分類情報であることとしてもよい。
【００２７】
　これにより、ＤＶＤ－ＲＡＭ等の記録媒体に放送信号と対応付けられて記録される放送
識別情報により、受信エリアが異なるために同一の放送周波数で放送されているような複
数の放送信号即ち複数のテレビ放送のうちから、記録されている放送信号に関するテレビ
放送を識別することが可能になる。
　また、前記記録手段は、前記受信手段により受信された放送信号のうち、ある期間に受
信された放送信号毎に１つの番組として、複数の番組それぞれについて、放送局識別情報
の特定を行い当該番組と放送識別情報とを対応付けて前記記録媒体に記録することとして
もよい。
【００２８】
　これにより、記録媒体中には、番組毎に放送識別情報が記録されることになるので、そ
の記録媒体を読み出して番組を再生する装置側においては、番組毎に放送識別情報を表示
することができユーザに各番組についての放送局等を知らせることが可能になる。
　また、前記記録手段は、前記放送識別情報を、対応する番組が記録される記録媒体内の
領域へのリンク構造を有する記録媒体内の属性領域に、データの運用方式を示すデータ運
用識別子と対にして、当該運用方式に従ったデータ構造で記録することとしてもよい。
【００２９】
　これにより、記録媒体には番組毎にデータ運用識別子と対にして放送識別情報が記録さ
れるため、番組毎に放送識別情報のデータ構造や内容等をデータ運用識別子により示され
る運用方式によって読み出すことができる。また、記録媒体に記録された番組の再生装置
においては、対応可能な運用方式を示すデータ運用識別子が記録されている場合のみに放
送識別情報を読み出して利用するようにすることが可能になる。
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【００３０】
　また、前記記録手段は、複数の運用方式それぞれに従ったデータ構造として前記放送識
別情報を記録し得るものであり、前記複数の運用方式のうち、記録対象の記録媒体内に既
に記録されているデータ運用識別子に適合する運用方式を選択して、選択した運用方式に
従ったデータ構造として前記放送識別情報を記録することとしてもよい。
　これにより、記録媒体に既にある運用方式によって番組等が記録されている場合におい
て、記録装置は、その運用方式に従って、即ちその運用方式によるデータ構造や内容値等
の規則に従って、放送識別情報をその記録媒体に記録することになる。このため、既に特
定の番組記録再生装置によってある運用方式で番組等が記録されている記録媒体について
は、その既にされている運用方式に従って番組や放送識別情報の追加記録が行われること
が保証されるようになり、追加記録された放送識別情報についても、元の特定の番組記録
再生装置によって読み出し表示等ができるようになる。
【００３１】
　また、前記記録手段は、前記エリア分類情報のユーザによる入力を受け付けるエリア分
類情報受付部を有し、前記記録手段は、前記エリア分類情報受付部により受け付けられた
前記エリア分類情報と前記放送チャンネル番号とから前記放送局対応表に基づいて放送局
識別情報を特定し、特定した放送局識別情報を含む放送識別情報と前記チューナにより受
信された放送信号とを対応付けて前記記録媒体に記録することとしてもよい。
【００３２】
　これにより、ユーザが設定した受信エリアと、ユーザが指定した放送チャンネル番号に
基づいて特定された放送局名称等の放送識別情報が放送された番組と共に記録媒体中に記
録されることになり、記録装置が受信エリアについての情報を出荷時に保持する等の必要
がなくなり、記録装置が引越し等により移動した場合にもユーザが正しく受信エリアを設
定することにより、適切な放送識別情報が記録媒体に記録されるようになる。
【００３３】
　また、前記記録装置は、前記放送局対応表を通信路を通じて他の装置から取得し前記放
送局対応表記憶手段に格納する放送局対応表取得手段を備えることとしてもよい。
　これにより、放送チャンネル番号や受信エリア等の受信条件を示す情報から放送局を特
定するための放送局対応表を記録装置が予め保持して置く必要がなくなる。このため、放
送局の新設等に基づき放送局対応表が更新される場合に、対応し得るようになる。
【００３４】
　また、前記放送識別情報は前記放送局識別情報に加えて前記放送チャンネル番号をも含
み、前記記録手段は、前記放送チャンネル番号受付手段による受け付けられた放送チャン
ネル番号を含む放送識別情報を、前記放送チャンネル番号に対応して前記チューナにより
受信された放送信号と対応付けて前記記録媒体に記録することとしてもよい。
　これにより、ＤＶＤ－ＲＡＭ等の記録媒体に記録された番組を再生する再生装置におい
ては、放送識別情報を表示することにより、番組が放送された放送局と放送チャンネル番
号とをユーザに知らせることができるようになる。
【００３５】
　また、前記記録手段は、前記放送識別情報を、データの運用方式を示すデータ運用識別
子と対にして、当該運用方式に従ったデータ構造として記録することとしてもよい。
　これにより、記録媒体にはにデータ運用識別子と対にして放送識別情報が記録されるた
め、放送識別情報のデータ構造をデータ運用識別子により示される運用方式によって読み
出すことができる。
【００３６】
　また、前記記録媒体は可搬性ある記録媒体であり、前記記録手段は、前記記録媒体を装
着され得る媒体装着部を有し、前記記録手段は前記受信手段により受信された放送信号と
前記放送識別情報とを対応付けて前記媒体装着部に装着された記録媒体に記録することと
してもよい。
　これにより、広範に移動され得るＤＶＤ－ＲＡＭ等の記録媒体に記録された放送信号に
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ついての放送元等の放送識別情報を、読み出し装置を通じてユーザは知ることができるよ
うになる。従って、記録装置と読み出し装置が離れた地域に所在している場合においても
、ユーザは読み出し装置を通じて放送信号の放送元の放送局等を正しく識別することが可
能になる。
【００３７】
　また、前記チャンネル番号はユーザがチャンネル選択の操作に用いる操作チャンネル番
号であり、前記記録装置は、ユーザによる操作チャンネル番号の入力を受け付ける操作チ
ャンネル番号受付手段と、１つの放送周波数と対応する放送チャンネル番号と、操作チャ
ンネル番号とを対応付けたチャンネル対応表を記憶しているチャンネル対応表記憶手段と
を備え、前記受信手段は、チューナを有し、前記受信手段は前記操作チャンネル番号受付
手段により受け付けられた操作チャンネル番号に対応する放送チャンネル番号を前記チャ
ンネル対応表に基づいて特定し、特定した放送チャンネル番号に対応する放送周波数で放
送される放送信号を前記チューナにより受信することとしてもよい。
【００３８】
　これにより、ユーザは操作チャンネル番号を指定しさえすれば、その操作チャンネル番
号に対応して受信できる放送信号と放送識別情報とが対応付けられて記録媒体に記録され
ることになる。
　また、前記記録装置は、前記受信手段により受信可能な複数の放送信号についての前記
放送識別情報を選択肢としてユーザに提示し、ユーザから１つの放送識別情報の選択を受
け付ける放送選択受付手段を備え、前記受信手段は、チューナを有し、前記受信手段は前
記放送選択受付手段により受け付けられた選択に係る放送識別情報に基づき定まる放送周
波数で放送される放送信号を前記チューナにより受信することとしてもよい。
【００３９】
　これにより、ユーザはチャンネル番号を特に意識することなく、受信可能な放送局等を
示す放送識別情報群から特定のものを選択すれば、記録装置に選択した放送を受信し記録
媒体に記録させることが可能になる。
　また、前記放送識別情報は前記放送信号に多重化して放送されており、前記受信手段は
、受信した前記放送信号から前記放送識別情報を分離抽出する分離抽出部を有し、前記記
録手段は、前記受信手段により受信された放送信号と、前記分離抽出部により分離抽出さ
れた放送識別情報とを対応付けて前記記録媒体内の別個のファイルに記録することとして
もよい。
【００４０】
　これにより、放送信号に放送識別情報が多重化して放送されている場合に対応して、放
送信号と放送識別情報とが記録媒体に記録されるようになる。
　また、前記放送局識別情報には、放送局の名称を示す文字列データが含まれることとし
てもよい。
　これにより、放送信号と対応付けて文字列データである放送局名称が記録媒体中に記録
されるので、読み出し装置側においてはその放送局名称をそのまま表示できるので、例え
ば番号等である放送局の識別コードと比べると変換等を行わないでもユーザに理解され易
いように表示することが可能になる。
【００４１】
　また、前記チャンネル番号は１つの放送周波数と対応する放送チャンネル番号であり、
前記他の情報は前記受信手段の所在するエリアを他の複数のエリアから識別するためのエ
リア分類情報であり、前記記録手段は、前記受信手段により受信された放送信号と対応付
けて、当該放送信号が放送された放送周波数に対応する放送チャンネル番号及び前記エリ
ア分類情報を前記放送識別情報として前記記録媒体に記録することとしてもよい。
【００４２】
　これにより、記録媒体の読み出し装置側では受信エリアと放送チャンネル番号とをユー
ザに知らせることが可能になる。
　また、前記記録媒体は再記録可能な光ディスクであり、前記記録手段は、ＤＶＤビデオ
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レコーディング規格に準拠して前記記録を行うものであり、前記受信手段により受信され
た放送信号のうち、ある期間に受信された放送信号を１つの番組として、当該番組を前記
光ディスクに記録するとともに、前記光ディスクの管理情報ファイル内における当該番組
の記録領域へのリンク構造を有するＩＴ＿ＴＸＴ領域内に、ＩＤＣＤを０ｘ９０として付
加したテキストフィールドの内容として、独自のデータ運用方式を示すデータ運用識別子
と対にして当該データ運用方式に従って前記放送識別情報を記録することとしてもよい。
【００４３】
　これにより、ＤＶＤビデオレコーディング規格に反することなく再記録可能な光ディス
クに番組及びその番組についての放送識別情報を記録することが可能になり、データ運用
識別子と対にして放送識別情報を記録しているので、この記録装置に対応する再生装置で
放送識別情報を読み出す際に、そのデータ運用識別子をチェックして放送識別情報が記録
されているか、また、どの運用方式に従って記録されているかを判断することが可能にな
る。
【００４４】
　また、本発明に係る再生装置は、記録媒体に記録されている番組を再生する再生装置で
あって、放送周波数と他の要素とからなる条件によりそれぞれが特定される複数の放送信
号から一の放送信号を識別するための放送識別情報であって放送周波数と他の情報とに基
づいて特定される放送識別情報と、当該一の放送信号のある期間分にあたる番組とが対応
付けて記録されている記録媒体から、前記放送識別情報の少なくとも一部と前記番組とを
読み出す読出手段と、前記読出手段により読み出された前記放送識別情報の少なくとも一
部を表示する表示手段と、前記読出手段により読み出された番組を再生する再生手段とを
備えることを特徴とする。
【００４５】
　これにより、ユーザは、ＤＶＤ－ＲＡＭ等の記録媒体に記録されている番組についての
放送局名等の放送識別情報を知ることが可能になる。なお、ここでいう放送識別情報は、
放送周波数と他の情報とに基づいて初めて特定されるものであるため、この放送識別情報
によれば一のテレビ放送を、放送周波数に対応する放送チャンネル番号にのみでは特定で
きない範囲のテレビ放送群の中から識別し得るようになり、例えば離れたエリアにおいて
同じ放送チャンネルで放送される複数の放送局からのテレビ放送を互いに識別し得るよう
になる。
【００４６】
　また、前記放送識別情報は、対応付けて前記記録媒体に記録されている番組に係る放送
信号の放送元である放送局を前記複数の放送信号それぞれの放送元である放送局から識別
するための放送局識別情報であって前記放送周波数と前記他の情報とに基づいて特定され
る放送局識別情報を含み、前記読出手段は、前記記録媒体から前記放送局識別情報を読み
出し、前記表示手段は、前記読出手段により読み出された前記放送局識別情報を表示する
こととしてもよい。
【００４７】
　これにより、ユーザは、記録媒体に記録されている番組がどの放送局から放送されたも
のであるかを知ることが可能になる。つまりユーザは記録されている番組の放送局を、放
送周波数のみでは特定できない範囲、例えば離れた複数の受信エリアを含む範囲に所在す
る放送局群の中から識別し得るようになる。
　また、前記記録媒体には、放送識別情報と番組との組が複数記録されており、前記読出
手段は、前記記録媒体から複数の放送局識別情報を読み出し、前記表示手段は、前記読出
手段により読み出された放送局識別情報を表示することとしてもよい。
【００４８】
　これにより、ユーザは記録媒体に記録されている番組がそれぞれどの放送局から放送さ
れたものであるかを知ることが可能になる。
　また、前記放送識別情報は、対応する番組が記録されている記録媒体内の領域へのリン
ク構造を有する記録媒体内の属性領域に、データの運用方式を示すデータ運用識別子と対
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にして当該運用方式に従ったデータ構造で記録されており、前記読出手段は、前記各放送
局識別情報について、当該放送局識別情報を含む放送識別情報と対にされたデータ運用識
別子が予め定められたものと一致するかを判定して一致する場合に当該放送局識別情報の
読み出しを行うこととしてもよい。
【００４９】
　これにより、放送識別情報が記録されている記録媒体かどうかを判定して、記録されて
いれば放送識別情報を正しく読み出して表示することが可能になる。
　また、前記放送識別情報は、前記放送局識別情報に加えて、当該放送識別情報と対応し
て記録されている番組が放送された放送周波数に対応する放送チャンネル番号をも含み、
前記読出手段は、前記記録媒体から前記放送局識別情報及び放送チャンネル番号を読み出
し、前記表示手段は、前記読出手段により読み出された放送局識別情報及び放送チャンネ
ル番号を表示することとしてもよい。
【００５０】
　これにより、ユーザは、記録媒体に記録されている番組についての放送局や放送チャン
ネル番号を知ることができるようになる。
　また、前記記録媒体は可搬性ある記録媒体であり、前記読出手段は、前記記録媒体を装
着され得る媒体装着部を有し、前記読出手段は前記媒体装着部に装着された記録媒体から
前記放送局識別情報を読み出すこととしてもよい。
【００５１】
　これにより、ユーザは、広範に移動され得るＤＶＤ－ＲＡＭ等の記録媒体に記録された
番組の放送元である放送局等を識別するための情報を知ることができるようになる。従っ
て、記録側の装置と再生装置が離れた地域に所在している場合においても、ユーザは再生
装置を通じて記録されている番組の放送元の放送局等を正しく識別することが可能になる
。
【００５２】
　また、前記放送局識別情報には、放送局の名称を示す文字列データが含まれ、前記表示
手段は、前記文字列データを表示することとしてもよい。
　これにより、再生装置は放送局の名称を示す文字列データをそのまま変換することなく
表示するので、変換用のテーブル等を必要とせず、装置構成を簡単にすることができる。
　また、前記記録媒体は再記録可能な光ディスクであり、前記番組と、当該番組が記録さ
れる領域へのリンク構造を有するＩＴ＿ＴＸＴ領域を含む管理情報とが前記光ディスクに
ＤＶＤビデオレコーディング規格に準拠して記録されており、前記放送識別情報は、前記
ＩＴ＿ＴＸＴ領域内に、ＩＤＣＤを０ｘ９０として付加したテキストフィールドの内容と
して、独自のデータ運用方式を示すデータ運用識別子と対にして当該データ運用方式に従
って記録されており、前記読出手段は、前記放送局識別情報を含む放送識別情報と対にさ
れたデータ運用識別子が予め定められたものと一致するかを判定し、一致する場合に当該
放送局識別情報の読み出しを行うこととしてもよい。
【００５３】
　これにより、ＤＶＤビデオレコーディング規格に従って再記録可能な光ディスクに番組
及びその番組についての属性情報が記録されている場合に、その属性情報中に放送識別情
報が含まれているかをデータ運用識別子によってチェックし、データ運用識別子の示す運
用方式に従って放送識別情報を読み出し、その読み出した放送識別情報をユーザに知らせ
ることが可能になる。
【００５４】
　また、前記管理情報にはＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤ領域が含まれ、前記読出手段はＬＡＳ
Ｔ＿ＭＮＦ＿ＩＤ領域の所定位置に予め定められた識別子が格納されているかを判定し、
格納されていない場合には前記放送局識別情報の読み出しを抑止することとしてもよい。
　これにより、記録媒体に最後に記録した装置が、所定の運用方式に従って放送識別情報
を記録することのできない装置である場合に放送局識別情報を読み出さないので、放送局
識別情報が破壊されている可能性がある場合にその破壊された放送局識別情報を読み出し
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て表示しユーザを混乱させるといった事態の発生を防ぐことができる。
【００５５】
　また、前記再生装置は、放送周波数に対応する放送チャンネル番号のユーザによる入力
を受け付ける放送チャンネル番号受付手段と、前記放送チャンネル番号受付手段により受
け付けられた放送チャンネル番号に対応する放送周波数で放送される放送信号を受信する
受信手段と、前記受信手段により受信可能な放送信号の放送元である放送局を識別するた
めの放送局識別情報と放送チャンネル番号とを対応づけた放送局対応表を記憶している放
送局対応表記憶手段とを備え、前記表示手段は、前記読出手段により読み出された放送局
識別情報を前記放送局対応表から検索し、検索に成功した場合には当該放送局識別情報に
対応する放送チャンネル番号を表示することとしてもよい。
【００５６】
　これにより、記録媒体中には放送チャンネル番号以外の放送識別情報しか記録されてい
ない場合であっても、記録されている番組の放送チャンネル番号をユーザに知らせること
が可能になる。
　また、前記再生装置は、ユーザによる操作チャンネル番号の入力を受け付ける操作チャ
ンネル番号受付手段と、放送チャンネル番号と、操作チャンネル番号とを対応付けたチャ
ンネル対応表を記憶しているチャンネル対応表記憶手段とを備え、前記受信手段は前記操
作チャンネル番号受付手段により受け付けられた操作チャンネル番号に対応する放送チャ
ンネル番号を前記チャンネル対応表に基づいて特定し、特定した放送チャンネル番号に対
応する放送周波数で放送される放送信号を受信し、前記表示手段は前記チャンネル対応表
に基づいて前記放送局識別情報に対応する放送チャンネル番号を操作チャンネル番号に変
換した形式にして表示することとしてもよい。
【００５７】
　これにより、記録媒体中に記録された番組についての放送識別情報から操作チャンネル
番号を導出してユーザに知らせることが可能になる。従って、ユーザにとっては放送識別
情報が、頻繁に利用する操作チャンネル番号で表されるので理解し易くなる。
　また、前記再生装置は、前記放送局対応表を通信路を通じて他の装置から取得し前記放
送局対応表記憶手段に格納する放送局対応表取得手段を備えることとしてもよい。
【００５８】
　これにより、放送局対応表を再生装置が予め保持して置く必要がなくなる。このため、
放送局の新設等に基づき放送局対応表が更新される場合に、対応し得るようになる。
　また、本発明に係る記録装置は、放送された放送信号を受信する受信手段と、前記受信
手段により受信された放送信号のうち、ある期間に受信された放送信号である番組を記録
媒体に記録する番組記録手段と、前記記録媒体中に、前記番組が記録された領域へのリン
ク構造を有する番組関連情報を所定の規格に基づくデータ構造で記録し、当該番組関連情
報内には前記規格で定められていない属性情報であって当該番組の属性を示す属性情報を
、前記規格で定められていないデータ運用方式を示すデータ運用識別子と対にして当該デ
ータ運用方式に従ったデータ構造で記録する番組属性記録手段とを備えることを特徴とす
る。
【００５９】
　これにより、所定の規格に反することなく、番組についての属性の内容やデータ構造等
の運用方式をデータ運用識別子で表すようにして各種属性を記録することができるため、
放送信号について柔軟に情報を付加して記録媒体に記録することが可能になる。
　また、前記番組記録手段は、あるビットレートで前記番組を前記記録媒体に記録し、前
記番組属性記録手段は、前記ビットレート又は前記ビットレートの制御方式を示す録画モ
ード情報を前記番組の属性を示す属性情報として前記記録媒体に記録することとしてもよ
い。
【００６０】
　これにより、所定の規格に反することなく放送信号と録画モード情報とを対応付けて記
録媒体に記録することが可能になる。従って、その所定の規格に対応した一般の再生装置
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ではその所定の規格に従って放送信号を再生することが可能になり、また、さらに録画モ
ード情報に対応できる再生装置では録画モード情報を読み出して放送信号の品質を示す録
画モードをユーザに知らせることが可能になる。
【００６１】
　また、前記番組属性記録手段は、前記規格において前記記録媒体にデータを記録した装
置が装置情報を記録しなければならないと規定されている最終記録装置情報領域に前記デ
ータ運用識別子を記録することとしてもよい。
　これにより、データ運用識別子で示す運用方式に準拠するものでない記録装置が最後に
記録媒体にアクセスしたかどうかを、記録媒体の再生装置側でチェックすることが可能に
なる。つまり、その運用方式に準拠するものでない記録装置により記録媒体に記録がなさ
れていれば、データ運用識別子と対として記録されている属性情報が破壊されている場合
があるので、そのことを再生装置側は検知して属性情報の利用を抑止することができるよ
うになる。
【００６２】
　また、本発明に係る再生装置は、記録媒体に記録されている番組を再生する再生装置で
あって、前記番組が記録されている領域へのリンク構造を有する番組関連情報が所定の規
格に基づくデータ構造で記録されており、当該番組関連情報内には前記規格で定められて
いない属性情報であって当該番組の属性を示す属性情報が、前記規格で定められていない
データ運用方式を示すデータ運用識別子と対にして当該データ運用方式に従ったデータ構
造で記録されている前記記録媒体から、前記属性情報と前記番組とを読み出す読出手段と
、前記読出手段により読み出された前記属性情報を表示する表示手段と、前記読出手段に
より読み出された番組を再生する再生手段とを備えることを特徴とする。
【００６３】
　これにより、所定の規格では規定されていない番組の属性についても、所定のデータ運
用識別子と対にしてその運用方式で記録媒体に記録されていれば、ユーザはその属性を知
ることができるようになる。
　また、前記属性情報は、前記番組の記録におけるビットレート又はビットレートの制御
方式を示す録画モード情報であり、前記表示手段は、前記読出手段により読み出された録
画モード情報に基づきビットレート又はビットレートの制御方式を示す情報を表示するこ
ととしてもよい。
【００６４】
　これにより、所定の規格では規定されていないところの放送信号の品質を示す録画モー
ドを、ユーザに知らせることが可能になる。
　また、前記記録媒体は、前記規格において当該記録媒体にデータを記録した装置が装置
情報を記録しなければならないと規定されている最終記録装置情報領域を有し、前記読出
手段は、前記最終記録装置情報領域に前記データ運用識別子が記録されているか判定し、
記録されている場合に限り前記属性情報の読み出しを行うこととしてもよい。
【００６５】
　これにより、データ運用識別子で示す運用方式に準拠するものでない記録装置が最後に
記録媒体に記録を行ったのであれば、データ運用識別子と対として記録されている属性情
報が破壊されている場合があるので、その場合には属性情報の利用を抑止することができ
るようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６６】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
＜実施の形態１＞
　以下、本発明の実施の形態１に係る番組記録再生システムについて図１～図２０を用い
て説明する。
　　＜構成＞
　図１は、本発明の実施の形態１に係る番組記録再生システム１０００の装置構成を示す
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図である。
【００６７】
　番組記録再生システム１０００は、放送局からテレビ放送として送られる動画像と音声
で構成されるテレビ番組（以下、単に「番組」という。）をユーザの指示に従って受信し
記録し或いは記録した番組を再生し、ユーザに放送番組の視聴を可能にするシステムであ
り、番組記録再生装置１１００、出力装置１２１０、リモコン１２２０、アンテナ１２３
０及びケーブルテレビ用ケーブル１２４０から構成される。
【００６８】
　ここで、番組記録再生装置１１００は、いわゆるディジタルビデオレコーダとしての機
能、即ち番組の受信、再記録可能な光ディスクであるＤＶＤ－ＲＡＭ１２００への記録及
び再生等の機能を有する装置である。
　出力装置１２１０は、番組記録再生装置１１００と接続されており、番組記録再生装置
１１００から出力される映像信号及び音声信号を受けてディスプレイ画面に映像を表示し
スピーカから音声を出力するモニタである。この出力装置１２１０を介してユーザは番組
の視聴や番組に関連する情報の閲覧が可能になる。
【００６９】
　リモコン１２２０は、ボタン等を有し、番組記録再生装置１１００に番組受信、録画開
始、録画終了、再生その他の指示を行うためのユーザによるボタン等を介しての操作を受
け付け、番組記録再生装置１１００に対してユーザ操作に基づく指示を赤外線により伝達
するリモコンである。
　アンテナ１２３０は、衛星放送受信用のパラボラアンテナ及び地上波放送受信用のアン
テナであり、ケーブルテレビ用ケーブル１２４０は、ケーブルテレビの放送局から送信さ
れる番組が伝達されるケーブルであり、いずれも番組記録再生装置１１００に接続されて
いる。
【００７０】
　以下、番組記録再生装置１１００について詳細に説明する。
　図２は、番組記録再生装置１１００のハードウェア構成図である。
　同図に示すように、番組記録再生装置１１００は、ハードウェアとしては、ＣＰＵ１１
０１、メモリ１１０２、ハードディスク１１０３、ディスクドライブ１１０４、チューナ
１１０５、エンコーダ／デコーダ１１０６、出力インタフェース（Ｉ／Ｆ）１１０７、入
力インタフェース（Ｉ／Ｆ）１１０８、バスコントローラ１１０９等から構成される。な
お、ＣＰＵ１１０１、メモリ１１０２等の各装置はバスで接続されている。
【００７１】
　ここで、メモリ１１０２は、ＲＯＭ及びＲＡＭであり、番組受信、記録、再生等を実現
するための各種制御プログラムを予め記憶しており、このメモリ１１０２は制御プログラ
ムの実行に必要なデータの格納にも用いられる。
　ＣＰＵ１１０１は、メモリ１１０２に記憶されている各種制御プログラムを実行するこ
とにより、番組記録再生装置１１００内の各装置を制御するものである。
【００７２】
　ハードディスク１１０３は、メモリ１１０２と同様に制御プログラムの実行に必要なデ
ータを格納するための記録媒体である。
　ディスクドライブ１１０４は、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００にアクセスして、番組や番組の
管理情報等の読み出し又は書き込みを行う装置である。なお、アドレス情報の指定を受け
てアクセス位置を特定する。また、ディスクドライブ１１０４は、ＤＶＤ－ＲＡＭ上の空
き領域あるいは上書き可能領域の問い合わせに対して、アドレス情報を返却する機能を有
する。
【００７３】
　チューナ１１０５は、各種放送形式用のチューナ部を有し、放送形式及び周波数の指定
を受けると、その周波数の放送番組を放送形式に対応するアンテナ１２３０又はケーブル
テレビ用ケーブル１２４０を通じて受信して出力するチューナである。基本的にチューナ
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１１０５から出力された放送番組即ち映像及び音声信号は出力Ｉ／Ｆ１１０７を通じて出
力装置１２１０に出力される。
【００７４】
　エンコーダ／デコーダ１１０６は、チューナ１１０５から出力された映像及び音声信号
をＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に記録するための圧縮符号化形式のデータに変換するエンコー
ド機能と、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００から読み出されたデータを伸長復号して出力装置１２
１０に出力可能な映像及び音声信号に変換するデコード機能とを有する装置である。なお
、圧縮符号化形式としては例えば映像についてはＭＰＥＧ２等を用いる。また、エンコー
ダ／デコーダ１１０６は、映像及び音声信号を可変長ビットレートで記録再生するための
トラックバッファを含んでいる。
【００７５】
　出力Ｉ／Ｆ１１０７は、選択肢やメッセージ等を配置したユーザインタフェース画面或
いは番組の映像及び音声信号を出力装置１２１０に出力するためのインタフェース装置で
ある。
　入力Ｉ／Ｆ１１０８は、リモコン１２２０から送られる赤外線を受信しユーザからの指
示をＣＰＵ１１０１に伝えるインタフェース装置である。
【００７６】
　また、バスコントローラ１１０９は、バスに接続された各装置間でのデータ転送を制御
する装置である。
　図３は、番組記録再生装置１１００の機能構成図であり、番組記録再生装置１１００を
構成するディスクドライブ１１０４、チューナ１１０５、エンコーダ／デコーダ１１０６
等を制御して番組受信、記録及び再生等を行うための機能構成要素間の関係を示している
。各機能構成要素は、メモリ１１０２に格納された制御プログラムがＣＰＵ１１０１によ
り実行されることによりその機能を発揮する。
【００７７】
　同図に示すように、番組記録再生装置１１００は、機能的には、ＵＩ（ユーザインタフ
ェース）制御部１１２１、チャンネル変換部１１２２、チャンネル対応表記憶部１１２３
、チューナ制御部１１２４、放送識別情報特定部１１２５、放送識別用テーブル記憶部１
１２６、記録制御部１１２７、データ運用情報管理部１１２９、管理情報格納部１１３０
、ディスクドライブ制御部１１３１、再生制御部１１３２等を備える。
【００７８】
　ここで、ＵＩ制御部１１２１は、入力Ｉ／Ｆ１１０８又は出力Ｉ／Ｆ１１０７を通じて
ユーザからの入力を受け付け又はユーザインタフェース画面を出力する機能を有する。な
お、番組記録再生装置１１００に対してユーザはリモコン１２２０を操作することにより
、操作チャンネル番号の設定指示、操作チャンネル番号指定による受信指示、受信エリア
等を特定するための受信条件指定による受信条件設定指示、番組録画についての録画開始
指示及び録画終了指示、録画した番組を再生するための再生指示等を行うことができる。
ここで、受信条件は、例えば受信エリアや受信するケーブルテレビに対して予め操作マニ
ュアル等で定めている分類コードの集合により指定される。
【００７９】
　なお、ユーザは、操作チャンネル番号の設定指示及び受信条件設定指示を、番組記録再
生装置１１００の設置時等、少なくとも受信指示より前に一度は行う必要がある。但し、
ユーザは操作マニュアル等によって操作チャンネル番号と放送チャンネルとの対応関係や
受信条件が予め定められた初期設定値のままで変更の必要がないと判断した場合には、操
作チャンネル番号の設定指示及び受信条件設定指示を行わなくてもよい。
【００８０】
　ＵＩ制御部１１２１は、ユーザから受信指示を受け付けるとチャンネル変換部１１２２
に操作チャンネル番号を伝え、受信条件設定指示を受け付けると放送識別情報特定部１１
２５に受信条件を伝え、録画開始指示又び録画終了指示を受け付けると記録制御部１１２
７にその指示を伝え、再生指示を受け付けると再生制御部１１３２にその指示を伝えるも
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のであり、また、操作チャンネル番号の設定指示を受け付けると操作チャンネル番号と放
送チャンネルとの対応関係の指定を要求しその指定に応じてチャンネル対応表記憶部１１
２３に記憶されているチャンネル対応表を更新するものである。
【００８１】
　チャンネル対応表記憶部１１２３は、操作チャンネル番号と放送チャンネルとの対応関
係を示すチャンネル対応表を記憶するメモリ等の記憶領域である。
　チャンネル変換部１１２２は、ユーザから受信指示に付随して伝えられた操作チャンネ
ル番号をＵＩ制御部１１２１から受け取り、チャンネル対応表記憶部１１２３のチャンネ
ル対応表に基づいて放送チャンネルを特定し、その放送チャンネルを放送識別情報特定部
１１２５及びチューナ制御部１１２４に通知する機能を有する。
【００８２】
　チューナ制御部１１２４は、放送チャンネル番号と周波数との変換テーブルを保持して
おり、チャンネル変換部１１２２から受け取った放送チャンネルと対応する周波数及び対
応する放送形式をチューナに設定して、その周波数で送られる放送番組を受信するようチ
ューナを制御する機能を有する。
　放送識別用テーブル記憶部１１２６は、放送チャンネル及び受信条件と、各放送局を識
別するための情報とを対応付けた放送識別用テーブルを記憶するメモリ等の記憶領域であ
る。なお、放送識別用テーブルについては後に詳しく説明する。
【００８３】
　放送識別情報特定部１１２５は、ＵＩ制御部１１２１から伝えられた受信条件を記憶し
、その受信条件とチャンネル変換部１１２２から伝えられた放送チャンネルとに基づいて
放送識別用テーブル記憶部１１２６に記憶されている放送識別用テーブルを検索すること
により、放送識別情報を特定する機能を有する。
　ここで、放送識別情報とは、複数のテレビ放送から一のテレビ放送を特定するために必
要となる情報をいい、例えば放送局の識別情報と放送チャンネルとの組等として構成され
る情報である。
【００８４】
　ディスクドライブ制御部１１３１は、記録制御部１１２７又は再生制御部１１３２の制
御下でディスクドライブ１１０４を制御しＤＶＤ－ＲＡＭ１２００へのアクセスを実行す
る機能を有する。
　管理情報格納部１１３０は、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００から読み出された管理情報を格納
するため、又はＤＶＤ－ＲＡＭ１２００へ書き込むべき管理情報を格納するために用いら
れるメモリ等の記憶領域である。なお、ＤＶＤ－ＲＡＭのデータ構造については後述する
。
【００８５】
　データ運用情報管理部１１２９は、管理情報格納部１１３０内の管理情報にアクセスし
ＤＶＤ－ＲＡＭへの記録がどのような運用方式に基づいてなされているかを判断する機能
を有する。
　記録制御部１１２７は、放送識別情報記録部１１２８を有し、ＵＩ制御部１１２１から
録画開始指示を受けると録画終了指示を受けるまでの間、チューナ１１０５から出力され
る放送番組の映像及び音声信号をエンコーダ／デコーダ１１０６によりエンコードさせ、
エンコード結果であるＡＶストリームデータをディスクドライブ制御部１１３１を制御す
ることによりＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に記録し、録画終了指示を受けたときにＡＶストリ
ームデータの記録位置を示すアドレス情報等を含む管理情報を記録するよう制御する機能
を有する。
【００８６】
　ここで、放送識別情報記録部１１２８は、放送識別情報特定部１１２５により特定され
た放送識別情報を管理情報中に含める機能を有する。
　再生制御部１１３２は、放送識別情報表示部１１３３及び放送識別情報読出部１１３４
を有し、ＵＩ制御部１１２１から再生指示を受けると、ディスクドライブ制御部１１３１
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を制御することによりＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に記録された管理情報を読み出し管理情報
格納部１１３０に格納させ、またＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に記録されたＡＶストリームデ
ータを読み出しエンコーダ／デコーダ１１０６にデコードさせて出力装置１２１０に出力
する機能を有し、また、管理情報に基づいて再生可能な番組の一覧をＵＩ制御部１１２１
を通じて出力装置１２１０に表示する機能をも有する。この番組の一覧は、ユーザに対し
て再生指示対象となる番組を指定するための選択肢となる。
【００８７】
　ここで、放送識別情報読出部１１３４は、管理情報格納部１１３０に格納された管理情
報から放送識別情報を読み出す機能を有する。また、放送識別情報表示部１１３３は読み
出された放送識別情報を表示形式に変換して再生可能な番組の一覧に付加して表示する機
能を有する。
　　＜データ構造＞
　以下、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に記録されるデータについて説明する。
【００８８】
　図４は、番組の記録媒体であるＤＶＤ－ＲＡＭ１２００の論理構造を示す図である。
　同図に示すようにＤＶＤ－ＲＡＭ１２００の物理セクタアドレスにおける先頭部分には
Ｌｅａｄ－ｉｎ領域があり、Ｌｅａｄ－ｉｎ領域に続いて、Ｖｏｌｕｍｅ領域を含むデー
タ領域があり、データ領域に続いてＬｅａｄ－ｏｕｔ領域がある。
　Ｌｅａｄ－ｉｎ領域には、ディスクドライブのサーボ機構を安定して動作させるために
必要な規準信号や他のメディアとの識別信号等が記録されており、Ｌｅａｄ－ｏｕｔ領域
にも同様な基準信号等が記録されている。
【００８９】
　データ領域は、論理的に有効なデータが記録される領域であり、この領域の先頭に、フ
ァイルシステムにおいてファイル構造を管理するためのボリューム領域を含んでいる。フ
ァイルシステムにより、データ領域内のデータをディレクトリやファイルとして扱う。
　番組記録再生装置１１００が扱う全てのデータは、図４に示すようにＲＯＯＴディレク
トリ直下のｄｖｄ＿ｒｔａｖディレクトリ下にファイルとして置かれる。番組記録再生装
置１１００が扱うファイルは、１つの管理情報ファイルと１以上のＡＶファイルである。
【００９０】
　ここで、ＡＶファイルはｖｒ＿ｍｏｖｉｅ．ｖｒｏ等というファイル名のファイルであ
り、番組内容からなるＡＶストリームデータを格納したファイルである。また、管理情報
ファイルは、ｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏというファイル名のファイルであり、ＡＶファイ
ルに格納されたＡＶストリームデータを再生或いは編集するために必要となる情報、例え
ばＡＶファイルのアドレス情報や番組タイトルや録画日時等の番組毎の属性データ等を含
む管理情報を格納したファイルである。
【００９１】
　なお、番組記録再生装置１１００によりＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に記録されるデータの
構造は、ＤＶＤフォーラムにより定められたＤＶＤビデオレコーディング規格（以下、「
ＶＲ規格」という。）に準拠した構造である。ＶＲ規格は、ディスク媒体のメリットであ
る高速なアクセス性能を生かしつつ、ＭＰＥＧ方式によるＡＶ記録再生を実現するために
ＤＶＤに関する規格の１つとして策定された録画再生ソフトウェア向けのデータ構造の規
格であり、このＶＲ規格については、「ＤＶＤ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｆｏｒｍａｔ
　ｆｏｒ　ＤＶＤ　Ｒｅｗｒｉｔａｂｌｅ　Ｄｉｓｃｓ　Ｐａｒｔ１　Ｖｉｄｅｏ　Ｒｅ
ｃｏｒｄｉｎｇ　ｖｅｒｓｉｏｎ　１．０」に記述されている。以下、管理情報の内容に
ついては、必要に応じてＶＲ規格で定められている用語を用いる。
【００９２】
　図５は、管理情報ファイル（ｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏ）の内容のうち、番組記録再生
装置１１００が放送識別情報を含ませるアイテムテキスト領域に関連するデータ構造を示
す図である。
　アイテムテキスト領域は同図中、ＴＸＴＤＴ＿ＭＧで示した領域であり、この領域は、
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文字データ領域（ＩＴ＿ＴＸＴ）とそれを指し示すポインタ（ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ）と
文字コード指定子（ＣＨＲＳ）等から構成される。ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰは、ＩＴ＿ＴＸ
Ｔの先頭ポインタ（ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＡ）及びサイズ（ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＺ）の組み合わ
せからなる。なお、ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰは配列として複数個持つことができる。ＩＴ＿
ＴＸＴは、ＣＨＲＳで指定された文字形式で表された、番組に関する属性データの集合が
格納される領域である。
【００９３】
　また、管理情報において番組を表す情報がＰＧＩであり、ＰＧＩは最大９９個記録可能
である。各ＰＧＩにはＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮという領域が存在し、この領域にはそのＰ
ＧＩが表す番組に対応するＩＴ＿ＴＸＴを指し示すポインタ（ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ）の
配列における番号が記録される。従って、ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＰＲＮを通じてＰＧＩとＩＴ
＿ＴＸＴとのリンク構造、即ち番組と属性データとのリンク構造が実現されている。
【００９４】
　図６は、文字データ領域（ＩＴ＿ＴＸＴ）の内容の一例を示す図である。
　同図に示すようにＩＴ＿ＴＸＴは、タグ付き文字データの集合であり、具体的には1バ
イトのタグ（ＩＤＣＤ）と１バイトのテキストフィールドサイズ（ＴＸＴ＿ＳＺ）と任意
のサイズのテキストフィールドとの３種の情報フィールドの組の集合である。各組の先頭
にはかならずＩＤＣＤとＴＸＴ＿ＳＺが存在するため、前方から辿ることですべてのテキ
ストフィールドを取り出すことができる。なお、同図中のＩＤＣＤが０ｘ３１である組の
ように、テキストフィールドを持たない組においてはＴＸＴ＿ＳＺはゼロとなる。
【００９５】
　以下、番組記録再生装置１１００のチャンネル対応表記憶部１１２３に記憶されている
チャンネル対応表について説明する。
　図７は、チャンネル対応表のデータ構造及び内容例を示す図である。
　同図に示すように、チャンネル対応表は、操作チャンネルと放送チャンネルとが対応付
けられたものであり、放送チャンネルは放送形式と放送チャンネル番号とから構成される
。
【００９６】
　ここで、放送形式は、放送方式の種類を示すものであり、地上波放送、衛星放送、ケー
ブルテレビ等の別とアナログ放送、デジタル放送の別とを示す。
　同図に示した放送形式の例におけるＴＡは地上波アナログ放送、ＢＡは衛星アナログ放
送、ＣＡはケーブルテレビのアナログ放送を示す。
　なお、このチャンネル対応表は、ユーザによる操作チャンネル番号の設定指示があった
場合に、ユーザから操作チャンネルと放送チャンネルとの対応の指定を受け、この指定に
応じて更新されるものである。
【００９７】
　次に、受信条件を示す分類コードについて説明する。
　図８は、分類コードの例を示す図である。
　分類コードは東京、大阪エリア等の地上波放送の受信エリア、或いはディレクＴＶ、ケ
ーブルテレビ局等の放送チャンネル番号のみでは放送内容を区別できない放送単位等につ
いて割り当てられた定数である。同図の例では、００１３という分類コードは東京エリア
を意味する受信条件に対応する。なお、このような分類コードと受信条件との関係はユー
ザ用の操作マニュアル等に記載し、この操作マニュアル等を参照することによりユーザは
番組記録再生装置１１００に対して１以上の分類コードを指定して受信条件設定指示を行
うことができるようにする。
【００９８】
　例えば、番組記録再生装置１１００が大阪エリアに設置され、ＸＹＺケーブルテレビが
受信可能である場合には分類コードは００２７及び０１０１が指定されることになる。
　次に、放送識別用テーブル記憶部１１２６に記憶されている放送識別用テーブルについ
て説明する。
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　図９は、放送識別用テーブルのデータ構造及び内容例を示す図である。
【００９９】
　同図に示すように、放送識別用テーブルは、受信条件、放送チャンネル、放送局コード
及び放送局名称を対応付けたテーブルである。
　ここで、放送局コードは日本国内の全ての放送局をその放送形式や放送周波数について
も識別可能なように付与した１６進数で４桁の番号であり、放送局名称は放送局コードに
対応してその意味を表すべく定められた文字列である。
【０１００】
　この放送識別テーブルを用いることにより、放送識別情報特定部１１２５は、受信条件
及び放送チャンネルから放送局コード及び放送局名称を特定することができる。
　同図に示した例においては、受信条件が東京エリア、全国、ＸＹＺケーブルテレビであ
り、放送形式が地上波アナログ（ＴＡ）で放送チャンネル番号が２である場合には、放送
局コードが０ｘ０００１であり放送局名称が「ＮＨＫ総合（東京）」であると特定される
ことになる。なお、同図の例における全国という受信条件は、ここでは番組記録再生装置
１１００が衛星放送を受信可能としているため常に指定されているものとして扱うことと
する。
【０１０１】
　また、同図には表せていないが放送識別用テーブルは放送局名称を１以上の文字形式で
表現しており、例えばＡＳＣＩＩ形式とＳＪＩＳ（Ｓｈｉｆｔ　ＪＩＳ）形式で表現して
いる。
　次に、放送識別情報記録部１１２８によりＤＶＤ－ＲＡＭの管理情報中に記録される放
送識別情報について説明する。
【０１０２】
　図１０は、ＤＶＤ－ＲＡＭに記録する形式における放送識別情報のデータ構造及び内容
例を示す図である。
　同図に示す放送識別情報は、ＤＶＤ－ＲＡＭの管理情報中のＩＴ＿ＴＸＴに含まれる１
つのタグ付き文字データであり、タグであるＩＤＣＤとテキストフィールドサイズである
ＴＸＴ＿ＳＺと、テキストフィールドとから構成される。ＩＤＣＤの値はＶＲ規格で「そ
の他」を意味すると定められている０ｘ９０にしている。
【０１０３】
　ここで、テキストフィールドは、データ運用識別子、用途、チャンネルＩＤ、放送局Ｉ
Ｄ、名称、国、放送形式、チャンネルＩＤバイト数及び放送局ＩＤバイト数の各フィール
ドから構成される。なお、テキストフィールドの内容についてはＶＲ規格では定められて
いない。
　ここで、データ運用識別子フィールドは、データの運用方式を表す識別子即ちどのよう
な方式に従ってデータを記録しているかを表すための９バイトの文字列データが格納され
るフィールドであり、例えば「ｄｖｄｖｒｘ０１０」が格納される。なお、「ｄｖｄｖｒ
ｘ」は「ＤＶＤ　Ｖｉｄｅｏ　Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｔｉｏｎ」の略で「０１
０」はバージョンを示している。
【０１０４】
　用途フィールドは、それ以後の各フィールドに格納されるデータの用途種別を示す２バ
イトの文字列データが格納されるフィールドであり、ここでは放送識別情報を意味する「
ＢＣ」が格納される。なお、「ＢＣ」は「ｂｒｏａｄｃａｓｔ」の略である。また、この
用途フィールドの内容を他のものにすることにより、放送識別情報以外の情報を番組と関
連付けて管理情報中に格納することが可能になる。
【０１０５】
　チャンネルＩＤフィールドは、放送チャンネル番号を文字コードに変換して得られた文
字列データが格納される可変長のフィールドであり、例えば１１チャンネルを表す２バイ
トの「１１」が格納される。
　放送局ＩＤフィールドは、１６進数の番号である放送局コードを文字コードに変換して
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得られた文字列データが格納される可変長のフィールドであり、例えば０ｘ０００４を表
す４バイトの「０００４」が格納される。
【０１０６】
　名称フィールドは、放送局名称が格納される可変長のフィールドであり、例えば「ＮＨ
Ｋ衛星第２」が格納される。
　国フィールドは、テレビ放送が行われた国名が格納される３バイトのフィールドであり
、例えば「ＪＰＮ」が格納される。なお、「ＪＰＮ」は「Ｊａｐａｎ」の略である。
　放送形式フィールドは、放送形式を示す文字列データが格納される２バイトのフィール
ドであり、例えば「ＢＡ」が格納される。なお、「ＢＡ」は衛星アナログ放送を意味する
ものと定めた文字列とする。
【０１０７】
　チャンネルＩＤバイト数フィールドは、可変長であるチャンネルＩＤフィールドのサイ
ズを表すバイト数を文字コードに変換して得られたものが格納される１バイトのフィール
ドであり、例えば「２」が格納される。
　放送局ＩＤバイト数フィールドは、可変長である放送局ＩＤフィールドのサイズを表す
バイト数を文字コードに変換して得られたものが格納される１バイトのフィールドであり
、例えば「４」が格納される。
【０１０８】
　なお、これらのテキストフィールドの内容は、放送識別情報記録部１１２８によってア
イテムテキスト領域のＣＨＲＳで示された文字形式の文字コードで格納される。
　以下、ＤＶＤ－ＲＡＭの管理情報内のＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤについて説明する。
　図１１は、管理情報ファイル（ｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏ）内の製造者情報テーブルに
関連するデータ構造を示す図である。
【０１０９】
　ＶＲ規格によれば管理情報内の製造者情報テーブル（ＭＮＦＩＴ）は、各録画機器メー
カが自由に使用できる領域として製造者情報領域（ＭＮＦＩ）を含んでいる。各録画機器
メーカは独自の情報をＭＮＦＩに記録する場合、他メーカのＭＮＦＩと識別するために製
造者識別子（ＭＮＦ＿ＩＤ）を合わせて記録する。
　ＭＮＦＩ領域は５箇所定められているが、特に詳細な運用ルールが規定されていないた
めに、一度記録されたものも５箇所が満杯になると他メーカの録画機器によって上書きが
なされてしまう事態も起り得る。また、不具合のある録画機器により他メーカのＭＮＦＩ
を破壊する事態も起り得る。
【０１１０】
　そこで、ＶＲ規格には最後に記録した装置がどのメーカのどんな装置であるかを署名す
る領域としてＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤという領域が定義されている。各メーカの録画機器
はこのＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤを参照し、自社の識別子と異なる場合は、ＤＶＤ－ＲＡＭ
の管理情報中のＭＮＦＩ等が破壊されている可能性があると判断することが可能になる。
　ＤＶＤ－ＲＡＭへの記録を行った装置は、自装置に関する情報をＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿Ｉ
Ｄで示される領域に格納する必要があるが、ＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤに格納する内容につ
いてはＶＲ規格では規定されていない。自装置に関する情報としては、例えばソフトウェ
アのバージョン番号、製造品番、社内事業場名等の組み合せが考えられる。
【０１１１】
　以下、番組記録再生装置１１００がＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤに格納する自装置に関する
情報（以下、「最終記録装置情報」という。）について説明する。
　図１２は、ＤＶＤ－ＲＡＭに記録するための最終記録装置情報のデータ構造及び内容例
を示す図である。
　同図に示すように番組記録再生装置１１００はＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤを社外運用領域
と社内運用領域とに区別し、社外運用領域にはデータ運用識別子フィールドを設け、社内
運用領域には会社コード、社内バージョン、製品形態、民生／業務用及び製造品番の各フ
ィールドを設けて、最終記録装置情報を記録する。
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【０１１２】
　ここで、データ運用識別子フィールドは、データの運用方式を表す識別子即ちどのよう
な方式に従ってデータを記録しているかを表すための９バイトの文字列データが格納され
るフィールドであり、番組記録再生装置１１００が記録する際においては、上述した放送
識別情報に係るＩＴ＿ＴＸＴ中のデータ運用識別子フィールドと同じ文字列が格納され、
例えば「ｄｖｄｖｒｘ０１０」が格納される。
【０１１３】
　番組記録再生装置１１００は、ＤＶＤ－ＲＡＭに既に記録されている管理情報を読み出
し管理情報中の最終記録装置情報におけるデータ運用識別子を参照することにより、自装
置が処理可能なデータ運用識別子であるならば、放送識別情報の記録や参照を行うことが
できると判断することができる。
　会社コードフィールドはメーカ名を示す９バイトの文字列データが格納されるフィール
ドであり、会社コードフィールドに続くフィールドのデータ構造はこの会社コードフィー
ルドの内容毎に独特のものと定めることができ、つまり社内独自の運用規則に基づいて定
めることが可能である。同図の例では番組記録再生装置１１００が会社コードフィールド
に格納する文字列が「ｐａｎａｓｏｎｉｃ」であることを示している。
【０１１４】
　社内バージョンフィールドは、例えば装置のバージョン番号が文字コードに変換して格
納される２バイトのフィールドである。
　製品形態フィールドは、例えば「据え置きレコーダ」や「カムコーダ」の製品の形態を
識別するために予め規則化された番号が文字コードに変換され格納されるフィールドであ
る。
【０１１５】
　民生／業務用フィールドは、民生か業務用かを識別するための文字コードが格納される
フィールドである。
　また、製造品番フィールドは、製造品番が文字コードに変換され格納されるフィールド
である。
　なお、番組記録再生装置１１００はこの図１２に示した内容の最終記録装置情報をメモ
リ１１０２等に保持しており、ＤＶＤ－ＲＡＭへの記録のため又はＤＶＤ－ＲＡＭに記録
されているデータ運用識別子との照合等のために用いる。
【０１１６】
　　＜動作＞
　以下、上述した構成を備え、上述したデータを取り扱う番組記録再生システム１０００
の動作について説明する。
　番組記録再生システム１０００は、ユーザがリモコン１２２０の操作を通じてなす各種
指示に応じて各種の動作を行う。その主な動作として、受信指示に対応して実行される受
信動作、録画開始指示及び録画終了指示に対応して実行される録画動作、再生指示に対応
して実行される再生動作がある。
【０１１７】
　まず、受信動作と録画動作とを連続して実行する場合の番組記録再生装置１１００の動
作（以下、「受信記録動作」という。）について説明する。
　図１３は、番組記録再生装置１１００の受信記録動作を示すフローチャートである。
　ユーザがリモコン１２２０のボタン等を操作し操作チャンネル番号を入力すると、番組
記録再生装置１１００のＵＩ制御部１１２１は、入力Ｉ／Ｆ１１０８を通じて、ユーザか
らの操作チャンネル番号指定による受信指示を受け付ける（ステップＳ１０１）。
【０１１８】
　操作チャンネル番号指定による受信指示を受け付けるとＵＩ制御部１１２１は操作チャ
ンネル番号をチャンネル変換部１１２２に伝え、チャンネル変換部１１２２はチャンネル
対応表記憶部１１２３に記憶されているチャンネル対応表を参照することにより操作チャ
ンネル番号から放送チャンネルを特定する（ステップＳ１０２）。
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　放送チャンネルを特定したチャンネル変換部１１２２はその放送チャンネルをチューナ
制御部１１２４に伝え、これを受けてチューナ制御部１１２４は、チューナ１１０５に放
送チャンネルを設定し、つまり放送形式と放送周波数を設定してチューニングさせること
によりテレビ放送を受信させる（ステップＳ１０３）。またチャンネル変換部１１２２は
特定した放送チャンネルを放送識別情報特定部１１２５にも伝える。
【０１１９】
　チューナ１１０５はテレビ放送を受信すると番組の映像及び音声信号を出力し、この映
像及び音声信号は出力Ｉ／Ｆ１１０７を通じて出力装置１２１０に伝達され、出力装置１
２１０から番組の映像が表示され音声が再生される。
　続いてユーザがリモコン１２２０のボタン等を操作し番組の録画開始指示を入力すると
、ＵＩ制御部１１２１はこの録画開始指示を受け付け（ステップＳ１０４）、記録制御部
１１２７に録画開始指示を伝える。この録画開始指示を受けて記録制御部１１２７は、チ
ューナ１１０５から出力される映像及び音声信号をエンコーダ／デコーダ１１０６を通じ
てエンコードするよう制御するとともに、ディスクドライブ制御部１１３１に番組記録開
始の指示を出す（ステップＳ１０５）。ディスクドライブ制御部１１３１は番組記録開始
の指示を受けて、エンコードされた結果であるＡＶストリームデータをＤＶＤ－ＲＡＭ１
２００にＡＶファイルとして記録するようディスクドライブ１１０４を制御する。こうし
て番組の録画の実行が開始される。なお、ディスクドライブ制御部１１３１はディスクド
ライブ１１０４がＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に最初にアクセスした際に管理情報ファイル（
ｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏ）を読み出して管理情報を管理情報格納部１１３０に格納する
。またＤＶＤ－ＲＡＭ１２００の記録可能な位置を探してその位置にＡＶファイルの記録
を行う。
【０１２０】
　この後、ユーザがリモコン１２２０のボタン等を操作し番組の録画終了指示を入力する
と、ＵＩ制御部１１２１はこの録画終了指示を受け付け（ステップＳ１０６）、記録制御
部１１２７に録画終了指示を伝える。この録画終了指示を受けて記録制御部１１２７は、
エンコードを停止させるとともにディスクドライブ制御部１１３１に番組記録終了の指示
を出し、この指示を受けるとディスクドライブ制御部１１３１はＤＶＤ－ＲＡＭ１２００
への番組即ちＡＶストリームデータの記録を終了させるようディスクドライブ１１０４を
制御する（ステップＳ１０７）。
【０１２１】
　番組の記録が終了した後、記録制御部１１２７はその番組についてのＡＶファイルのア
ドレス情報や属性データ等をＶＲ規格に基づき管理情報格納部１１３０内の管理情報に反
映し（ステップＳ１０８）、記録した番組についての放送識別情報を管理情報に反映する
放送識別情報反映処理を、記録した番組に相当するＰＧＩの番号又は現在のＰＧＩの総数
を放送識別情報記録部１１２８に通知して実行させ（ステップＳ１０９）、図１２に示し
た最終記録装置情報を管理情報に反映する（ステップＳ１１０）。
【０１２２】
　各種情報を管理情報格納部１１３０の管理情報に反映した後、記録制御部１１２７はそ
の管理情報を記録するようディスクドライブ制御部１１３１に指示し、ディスクドライブ
制御部１１３１はディスクドライブ１１０４を制御して管理情報をＤＶＤ－ＲＡＭ１２０
０にｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏとして記録する（ステップＳ１１１）。
　以下、ステップＳ１０９の放送識別情報反映処理について詳しく説明する。
【０１２３】
　図１４は、番組記録再生装置１１００が受信記録の際に行う放送識別情報反映処理を示
すフローチャートである。
　放送識別情報反映処理は主に記録制御部１１２７内の放送識別情報記録部１１２８によ
り実行される。
　放送識別情報記録部１１２８は、管理情報格納部１１３０内の管理情報からＣＨＲＳを
取得し（ステップＳ１２１）、対応できる文字形式であるか否かを判断する（ステップＳ
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１２２）。ここでは、ＡＳＣＩＩ形式又はＳＪＩＳ形式であれば対応できる文字形式と判
断する。ステップＳ１２２において対応できる文字形式でない場合には放送識別情報反映
処理を終了する。
【０１２４】
　ステップＳ１２２において対応できる文字形式である場合には、放送識別情報特定部１
１２５に、既に取得している受信条件と放送チャンネルとに基づき、放送識別用テーブル
記憶部１１２６内の放送識別用テーブルを参照することにより、放送識別情報を特定させ
て、放送識別情報記録部１１２８はこの放送識別情報を取得する（ステップＳ１２３）。
ここでは、放送識別情報として放送形式、放送チャンネル番号、放送局コード及び放送局
名称（図９参照）を取得することになる。
【０１２５】
　ステップＳ１２３に続いて、放送識別情報記録部１１２８は、放送識別情報をＤＶＤ－
ＲＡＭへの記録形式に変換して（図１０参照）、変換した記録形式でのＩＴ＿ＴＸＴとし
ての放送識別情報のサイズを算出し（ステップＳ１２４）、また、管理情報中のアイテム
テキスト領域（ＴＸＴＤＴ＿ＭＧ）のサイズを取得する（ステップＳ１２５）。
　ＴＸＴＤＴ＿ＭＧのサイズの上限はＶＲ規格において３２７６８バイトと規定されてい
るため、ＴＸＴＤＴ＿ＭＧが、まだ放送識別情報の記録形式としてのＩＴ＿ＴＸＴを追加
できるだけの余裕のあるサイズであるか即ち空きがあるかを判断する（ステップＳ１２６
）。ＴＸＴＤＴ＿ＭＧに放送識別情報を追加するためには、ステップＳ１２４で算出した
ＩＴ＿ＴＸＴとしてのサイズと、ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ及びＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮのサ
イズとの合計分だけの空きが必要となる。
【０１２６】
　ステップＳ１２６において空きがあると判断すると、放送識別情報記録部１１２８は、
図１０に示したような放送識別情報のＩＴ＿ＴＸＴを生成し管理情報格納部１１３０の管
理情報に反映し（ステップＳ１２７）、これに対応して管理情報にＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ
を追加し（ステップＳ１２８）、更に記録制御部１１２７から通知されたＰＧＩに対して
ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮを追加する（ステップＳ１２９）。この結果、管理情報は、放送
識別情報を含むように更新される。
【０１２７】
　また、ステップＳ１２６において空きがないと判断した場合には、放送識別情報記録部
１１２８は、ＴＸＴＤＴ＿ＭＧに、ＩＴ＿ＴＸＴの追加は無理だがＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ
及びＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮの追加が可能な空きがあるかを判断し（ステップＳ１３０）
、この空きもなければ、放送識別情報の管理情報への反映を行わずに放送識別情報反映処
理を終える。
【０１２８】
　ステップＳ１３０において空きがあると判断した場合に、放送識別情報記録部１１２８
は、管理情報に反映しようとしている放送識別情報を表すＩＴ＿ＴＸＴが、既に管理情報
のＴＸＴＤＴ＿ＭＧ中に存在するかを検索し（ステップＳ１３１）、存在すればそのＩＴ
＿ＴＸＴに対応してＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ及びＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮの追加を行う（ス
テップＳ１２８、Ｓ１２９）。また、ステップＳ１３１において反映すべき放送識別情報
を表すＩＴ＿ＴＸＴが存在しなかった場合には、放送識別情報記録部１１２８は放送識別
情報反映処理を終える。
【０１２９】
　次に、番組記録再生装置１１００における再生動作について説明する。
　図１５は、番組記録再生装置１１００の再生動作を示すフローチャートである。
　ユーザがリモコン１２２０のボタン等を操作し再生指示を入力すると、番組記録再生装
置１１００のＵＩ制御部１１２１は、入力Ｉ／Ｆ１１０８を通じて、ユーザからの再生指
示を受け付け、その再生指示を再生制御部１１３２に伝える（ステップＳ１４１）。
【０１３０】
　再生制御部１１３２は、ディスクドライブ制御部１１３１にディスクドライブ１１０４
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を制御させることにより、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００から管理情報を読み出させて管理情報
格納部１１３０に格納させ、管理情報に基づいて再生可能な番組の一覧を出力装置１２１
０に表示するものである再生番組選択肢表示処理を行う（ステップＳ１４２）。
　再生番組選択肢表示処理が行われた後、一覧から番組を選択してユーザがリモコン１２
２０のボタン等を操作することによりその選択を入力すると、ＵＩ制御部１１２１は、そ
の選択を受け付け再生制御部１１３２に伝える（ステップＳ１４３）。
【０１３１】
　選択が伝えられると再生制御部１１３２は、選択された番組のＡＶファイルのアドレス
情報を管理情報から取得して、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００からそのＡＶファイルであるＡＶ
ストリームデータを読み出すようにディスクドライブ制御部１１３１にディスクドライブ
１１０４を制御させ、読み出されたＡＶストリームデータをエンコーダ／デコーダ１１０
６にデコードさせ、デコード結果を出力Ｉ／Ｆ１１０７を通じて出力装置１２１０に出力
させる（ステップＳ１４４）。なお、番組の一覧には、記録媒体に記録されている番組の
順番を示す番号が表示され、ユーザはこの番号を選択し、再生制御部１１３２はその番号
のＰＧＩ（ＰＧＩ＃ｎ）により定まるアドレス情報から番組のＡＶファイルにアクセスす
ることになる。
【０１３２】
　こうしてユーザが選択した番組をユーザは出力装置１２１０から視聴することができる
ようになる。
　図１６は、番組記録再生装置１１００が再生の際に行う再生番組選択肢表示処理を示す
フローチャートである。
　再生制御部１１３２は、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００から管理情報格納部１１３０に読み出
された管理情報を参照して、ＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤから最終記録装置情報を取得し（ス
テップＳ１５１）、ＣＨＲＳを取得する（ステップＳ１５２）。
【０１３３】
　再生制御部１１３２における放送識別情報読出部１１３４は、ＣＨＲＳの示す文字形式
が、対応できる文字形式であるか否かを判断し（ステップＳ１５３）、対応できる文字形
式であれば、ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮがあるか判定する（ステップＳ１５４）。なお、ス
テップＳ１５４～Ｓ１６４の処理は記録されている番組が複数ある場合には各番組に相当
するＰＧＩ毎に行われる。
【０１３４】
　ステップＳ１５４においてＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮがあると判定した場合には、放送識
別情報読出部１１３４は、ＩＴ＿ＴＸＴのタグ付き文字データの集合を取得し（ステップ
Ｓ１５５）、タグ毎にステップＳ１５７～Ｓ１６０を行う（ステップＳ１５６）。
　まず、放送識別情報読出部１１３４は、タグであるＩＤＣＤが、０ｘ６０であるか０ｘ
９０であるかその他であるかを判定する（ステップＳ１５７）。ＩＤＣＤが０ｘ６０であ
ればそのＩＤＣＤに対応するテキストフィールドを仮放送識別情報としてメモリ１１０２
に記憶し（ステップＳ１５８）、次のＩＤＣＤがあればその判定に戻り（ステップＳ１５
７）、次のＩＤＣＤがなければステップＳ１６２の処理を行う。なお、ＶＲ規格では、Ｉ
ＤＣＤが０ｘ６０のテキストフィールドは放送局等（Ｓｏｕｒｃｅ／Ｂｒｏａｄｃａｓｔ
ｉｎｇ　Ｓｔａｔｉｏｎ）を表すものと規定されているので、他の装置によりＤＶＤ－Ｒ
ＡＭに番組が記録されている場合に放送局を示す情報がそのテキストフィールドには格納
されている可能性がある。
【０１３５】
　ステップＳ１５７において、ＩＤＣＤがＶＲ規格で「その他」を表すものと規定されて
いる０ｘ９０であると判定された場合には、放送識別情報読出部１１３４は、そのＩＤＣ
Ｄに対応するテキストフィールドの先頭９バイトが、所定の値であるかを判定する（ステ
ップＳ１５９）。即ち番組記録再生装置１１００に予め照合用に保持されている最終記録
装置情報のデータ運用識別子と一致し、かつステップＳ１５１で取得したＬＡＳＴ＿ＭＮ
Ｆ＿ＩＤの内容である最終記録装置情報のデータ運用識別子とも一致するものであるかを
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判定する。
【０１３６】
　ステップＳ１５９においてテキストフィールドに所定のデータ運用識別子が格納されて
いると判定した場合、放送識別情報読出部１１３４はそのテキストフィールド内のデータ
運用識別子の次の２バイトが、「ＢＣ」であるかを判定する（ステップＳ１６０）。
　ステップＳ１５９においてテキストフィールドに所定のデータ運用識別子が格納されて
いないと判定した場合及びステップＳ１６０において「ＢＣ」が格納されていないと判定
した場合には、放送識別情報読出部１１３４は、次のＩＤＣＤがあればその判定に戻り（
ステップＳ１５７）、次のＩＤＣＤがなければステップＳ１６２の処理を行う。
【０１３７】
　また、ステップＳ１６０においてテキストフィールドに「ＢＣ」が格納されていると判
定した場合には、放送識別情報読出部１１３４は、そのテキストフィールドからチャンネ
ルＩＤ、放送局ＩＤ、名称及び放送形式等の放送識別情報を読み出して放送識別情報表示
部１１３３に伝え、これを受けて放送識別情報表示部１１３３は番組の一覧に放送識別情
報を予め定めてある形式にして付加して、ＵＩ制御部１１２１を介して選択肢として表示
し（ステップＳ１６１）、再生番組選択肢表示処理を終える。
【０１３８】
　ステップＳ１６２では、放送識別情報表示部１１３３は、メモリに仮放送識別情報が記
憶されているか判定し、記憶されていれば、番組の一覧にその仮放送識別情報を付加して
ＵＩ制御部１１２１を介して選択肢として表示し（ステップＳ１６３）、記憶されていな
ければ、単に番組の一覧のみをＵＩ制御部１１２１を介して選択肢として表示し（ステッ
プＳ１６４）、再生番組選択肢表示処理を終える。
【０１３９】
　こうして、再生番組選択肢表示処理により、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に適切に放送識別
情報が記録されている場合には、番組毎に放送識別情報が付加された選択肢が出力装置１
２１０に表示される。
　図１７は、再生番組選択肢表示処理により表示される画面例を示す図である。
　なお、同図に示す画面を表示するために、放送識別情報読出部１１３４は、管理情報中
のＩＴ＿ＴＸＴに含まれる放送識別情報（図１０参照）のうち、名称と放送形式とチャン
ネルＩＤとを放送識別情報表示部１１３３に伝える。また、同図に示す画面は、番組の一
覧としては各番組に記録媒体の先頭からの順に昇順に付した選択番号のみを表示するもの
であり、この選択番号に放送局の名称と放送形式と放送チャンネル番号とが付加されてい
る。なお、番組の一覧としては番組のタイトル情報等を表示することとしてもよい。この
画面を見てユーザは再生を望む番組の選択番号を、リモコン１２２０を操作することによ
り入力すれば、その番組記録再生装置１１００によりその選択された番組が再生されるこ
とになる。
【０１４０】
　　＜変形例１＞
　以下、上述した番組記録再生装置１１００の変形例１について説明する。
　この変形例１は、ユーザが操作チャンネル番号の指定をしないで受信指示を行う場合に
対応した例であり、図３に示したＵＩ制御部１１２１を変形する。
　即ち変形例１に係るＵＩ制御部は、ＵＩ制御部１１２１を変形したものであり、放送識
別情報特定部１１２５から受信可能な全ての放送チャンネルに関する放送識別情報を得て
、放送識別情報を一覧表示することにより受信すべきテレビ放送の選択肢をユーザに与え
る機能を有するものである。
【０１４１】
　図１８は、変形例１に係る番組記録再生装置の受信記録動作を示すフローチャートであ
る。
　変形例１に係る番組記録再生装置においては、ユーザがリモコン１２２０のボタン等を
操作して受信指示を行った場合に、変形されたＵＩ制御部は入力Ｉ／Ｆ１１０８を介して
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受信指示を受け付ける（ステップＳ１７１）。
【０１４２】
　受信指示を受け付けると変形されたＵＩ制御部は、放送識別情報特定部１１２５に既に
ユーザによる設定等の結果として記憶されている受信条件に基づいて受信可能なテレビ放
送についての放送識別情報を特定させる（ステップＳ１７２）。放送識別情報特定部１１
２５は、放送識別用テーブル記憶部１１２６内の放送識別用テーブルを参照して、受信可
能なテレビ放送についての放送識別情報を、変形されたＵＩ制御部に渡す。
【０１４３】
　受信可能なテレビ放送についての放送識別情報を受けると、変形されたＵＩ制御部は、
その放送識別情報を選択番号とともに選択肢として表示する（ステップＳ１７３）。
　選択肢を表示した後、これに対してユーザがリモコン１２２０を操作して選択を入力す
ると、変形されたＵＩ制御部はその選択を受け付け（ステップＳ１７４）、その選択され
たテレビ放送についての放送識別情報により定まる放送チャンネルをチューナ制御部１１
２４に与えて、そのテレビ放送の番組を受信するようチューナを制御させる（ステップＳ
１０３）。このステップＳ１０３以後は、変形例１に係る番組記録再生装置は、図１３に
示した処理内容（ステップＳ１０４～Ｓ１１１）と同様の処理を行う。
【０１４４】
　図１９は、変形例１に係る番組記録再生装置が受信記録の際に表示する画面例を示す図
である。つまり、同図はステップＳ１７３により表示される画面の例を示す。
　この例は、変形例１に係る番組記録再生装置が大阪エリアに所在する場合の例であり、
この画面には大阪エリアにおいて受信可能なテレビ放送が選択肢として表示されている。
　　＜変形例２＞
　以下、上述した番組記録再生装置１１００の変形例２について説明する。
【０１４５】
　この変形例２は、図９に示した放送識別用テーブルの内容を、別のものとした例である
。
　図２０は、変形例２に係る放送識別用テーブルのデータ構造及び内容例を示す図である
。
　同図に示すように変形例２に係る放送識別用テーブルは、放送局コード及び放送局名称
（図９参照）の代わりにグループ及びバリエーションを、受信条件及び放送チャンネルに
対応付けたものである。
【０１４６】
　ここで、グループ及びバリエーションは、各放送局を識別するための情報について２段
階の階層化を行ったものであり、その上位階層がグループで下位階層がバリエーションで
ある。図２０に示した例では、ＮＨＫのグループに属する放送局のバリエーションには東
京総合、東京教育、大阪総合、大阪教育があることを示しており、ＮＨＫグループのそれ
ぞれのバリエーションが指し示す放送局は図９に示したＮＨＫ総合（東京）、ＮＨＫ教育
（東京）、ＮＨＫ総合（大阪）、ＮＨＫ教育（大阪）と同一である。
【０１４７】
　このように放送識別用テーブルを図２０に示すようなものに変形した場合には、ＤＶＤ
－ＲＡＭ１２００に管理情報のＩＴ＿ＴＸＴとして記録すべき放送識別情報の内容として
は、図１０に示したもののうち放送局ＩＤ及び名称をグループ及びバリエーションに代え
たものとすればよい。なお、番組記録再生装置の再生動作においては、放送形式、放送チ
ャンネル番号、グループ及びバリエーションを管理情報中のＩＴ＿ＴＸＴから読み出して
再生番組の選択肢等に利用することとすればよい。
【０１４８】
　なお、受信記録動作において管理情報のＩＴ＿ＴＸＴに格納する放送識別情報の内容と
しては、テレビ放送を識別する情報であれば、放送チャンネルと放送局コード等の代わり
に、受信条件と放送チャンネルとの組を用いることとしてもよい。例えば、受信条件が大
阪エリアで放送チャンネルが放送形式として地上波アナログ放送で放送チャンネル番号と
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して２チャンネルであることが定まれば、テレビ放送は特定されるからである。
【０１４９】
　また、受信記録動作においてＩＴ＿ＴＸＴに格納する放送識別情報の内容としては、放
送局の名称を含めず、放送局毎を識別する放送局コードのみを格納してもよい。これに対
して再生動作を行う装置は、放送局コードから放送局名称等を特定するための対応表を予
め記憶しておき、ＤＶＤ－ＲＡＭの管理情報から放送局コードを取得して対応表に基づい
て放送局名称を特定して、その放送局名称を選択肢として表示する等に用いることとして
もよい。
＜実施の形態２＞
　以下、本発明の実施の形態２に係る番組記録再生システムについて図２１～図２４等を
用いて説明する。
【０１５０】
　実施の形態２に係る番組記録再生システムは、ハードウェア面においては実施の形態１
に係る番組記録再生システム１０００（図１及び図２参照）を基礎として、さらに外部ネ
ットワークと電話回線等で接続された通信装置を含むものとして構成される。
　また、実施の形態２における番組記録再生装置２１００は、ＤＶＤ－ＲＡＭに記録され
た番組の再生に関する機能面において実施の形態１で示した番組記録再生装置１１００と
異なっている。この実施の形態２に係る番組記録再生装置１１００は、ＤＶＤ－ＲＡＭの
管理情報中の放送識別情報を表示に適した形式に編集、変換して表示するものである。
【０１５１】
　なお、ここではＤＶＤ－ＲＡＭの管理情報中には、実施の形態１の変形例２で示したよ
うにグループ及びバリエーションの形式で放送識別情報が記録されているものとして説明
する。また、ハードウェアについては実施の形態１と同じ符号を用いて説明する。
　　＜構成＞
　図２１は、実施の形態２に係る番組記録再生装置２１００の再生機能に関連する機能構
成を示す図である。なお、番組記録再生装置２１００の機能構成要素のうち再生機能に関
連しない機能構成要素は同図には示していない。
【０１５２】
　同図に示すように、番組記録再生装置２１００は、再生機能に関連する構成として、Ｕ
Ｉ制御部２１２１、再生制御部２１３２、データ運用情報管理部２１２９、管理情報格納
部２１３０、ディスクドライブ制御部２１３１及びテーブル取得部２１４３を有する。な
お、各機能構成要素は、メモリ１１０２に格納された制御プログラムがＣＰＵ１１０１に
より実行されることによりその機能を発揮する。
【０１５３】
　ここで、ＵＩ制御部２１２１は、入力Ｉ／Ｆ１１０８を介してユーザによる再生指示又
は再生する番組の選択を受け付けると再生制御部２１３２に伝え、ユーザによる操作チャ
ンネル番号の設定指示を受け付けると操作チャンネル番号と放送チャンネルとの対応関係
の指定を要求しその指定に応じてチャンネル対応表記憶部２１２３に記憶されているチャ
ンネル対応表を更新する機能を有する。また、ＵＩ制御部２１２１は、再生制御部２１３
２内の放送識別情報変換表示部２１４２により画面の表示要求がされると、その画面を出
力Ｉ／Ｆ１１０７を介して出力装置１２１０に表示する機能を有する。さらに、ＵＩ制御
部２１２１はユーザによる分類コード（図８参照）を受け付けてテーブル取得部２１４３
に伝える機能を有する。
【０１５４】
　再生制御部２１３２は、チャンネル対応表記憶部２１２３、放送識別情報変換表示部２
１４２、放送識別情報読出部２１３４及び放送識別情報変換テーブル記憶部２１４１を有
し、ＵＩ制御部２１２１から再生指示を受けると、ディスクドライブ制御部２１３１に対
してＤＶＤ－ＲＡＭから管理情報を読み出して管理情報格納部２１３０に格納するようデ
ィスクドライブ１１０４を制御させるよう要求し、ＤＶＤ－ＲＡＭに記録されており再生
可能な番組の一覧をＵＩ制御部２１２１を通じて表示し、また、ユーザによる選択が伝え
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られると選択された番組が記録されている記録媒体上のアドレスを、管理情報に基づいて
参照して、その番組を再生するよう制御する機能を有する。
【０１５５】
　ここで、放送識別情報読出部２１３４は、実施の形態１における放送識別情報読出部１
１３４と基本的に同等であるが、放送識別情報としてグループ及びバリエーションを読み
出して放送識別情報変換表示部２１４２に伝える機能を有する。
　チャンネル対応表記憶部２１２３は、実施の形態１におけるチャンネル対応表記憶部１
１２３と同様に、チャンネル対応表（図７参照）を記憶するメモリ等の記憶領域である。
【０１５６】
　放送識別情報変換テーブル記憶部２１４１は、後述する放送識別情報変換テーブルを記
憶するメモリ等の記憶領域である。
　放送識別情報変換表示部２１４２は、放送識別情報読出部２１３４から伝えられるグル
ープとバリエーションとからなる放送識別情報を、チャンネル対応表と放送識別情報変換
テーブルとを参照することにより、所定の表示形式に変換し、その変換結果を番組の一覧
に付加してＵＩ制御部２１２１を通じて表示する機能を有する。
【０１５７】
　また、テーブル取得部２１４３は、ＵＩ制御部２１２１により受信条件を示すものであ
る分類コードを伝えられると、通信装置を制御して外部ネットワーク上の特定の装置から
電話回線を通じて、放送識別情報変換テーブルをダウンロードして、放送識別情報変換テ
ーブル記憶部２１４１に格納する機能を有する。なお、予め定められたアドレスの装置か
らこのダウンロードは行われる。以下、この放送識別情報テーブルのダウンロードに係る
処理を放送識別情報変換テーブル取得処理という。
【０１５８】
　　＜データ構造＞
　図２２は、放送識別情報変換テーブル取得処理の実行結果として放送識別情報変換テー
ブル記憶部２１４１に記憶される放送識別情報変換テーブルのデータ構造及び内容例を示
す図である。
　同図に示すように、放送識別情報変換テーブルは、グループ及びバリエーションからな
る放送識別情報と、表示用の情報としての放送形式及び放送チャンネル番号からなる放送
チャンネルとを対応付けたテーブルである。
【０１５９】
　この放送識別情報変換テーブルによれば、放送局を識別する情報から、放送チャンネル
を特定することが可能になる。
　　＜動作＞
　以下、番組記録再生装置２１００によりなされる放送識別情報変換テーブル取得処理に
ついて説明する。
【０１６０】
　図２３は、番組記録再生装置２１００によりなされる放送識別情報変換テーブル取得処
理を示すフローチャートである。
　まず、ＵＩ制御部２１２１がユーザから入力Ｉ／Ｆ１１０８を介して分類コードを受け
付けてテーブル取得部２１４３に伝える（ステップＳ２０１）。
　テーブル取得部２１４３は、分類コードを指定して、外部ネットワーク上の特定の装置
から電話回線を通じて、その分類コードの受信条件に適合する放送識別情報変換テーブル
を受け取り、放送識別情報変換テーブル記憶部２１４１に格納する（ステップＳ２０２）
。
【０１６１】
　受信条件を大阪エリア等とした場合に取得した放送識別情報変換テーブルの内容が図２
２に例示したものである。
　以下、番組記録再生装置２１００によりなされる再生動作のうち、再生可能な番組の一
覧を選択肢として表示する再生番組選択肢表示処理について説明する。
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　図２４は、番組記録再生装置２１００が再生の際に行う再生番組選択肢表示処理を示す
フローチャートである。同図には、実施の形態１において図１６に示した再生番組選択肢
表示処理のステップＳ１６０においてｙｅｓの分岐に進んだ場合に実行する処理のみを示
している。なお、図２４中で図１６と同一の処理ステップには、図１６と同一の符号を付
している。
【０１６２】
　放送識別情報読出部２１３４は、管理情報中のＩＴ＿ＴＸＴに放送識別情報がある場合
に（ステップＳ１６０）、ＩＴ＿ＴＸＴの放送識別情報からグループ及びバリエーション
を放送識別情報変換表示部２１４２に伝える。これを受けて放送識別情報変換表示部２１
４２は、グループ及びバリエーションを放送識別情報変換テーブルから検索する（ステッ
プＳ２１１）。
【０１６３】
　ステップＳ２１１の検索に成功した場合（ステップＳ２１２）、放送識別情報変換表示
部２１４２は、グループ及びバリエーションからなる放送識別情報に対応する放送チャン
ネルを特定し（ステップＳ２１３）、その特定した放送チャンネルからチャンネル対応表
に基づいて操作チャンネル番号を特定し（ステップＳ２１４）、特定した操作チャンネル
番号を付して番組の一覧を選択肢として表示し（ステップＳ２１５）、再生番組選択肢表
示処理を終える。
【０１６４】
　また、ステップＳ２１１の検索に失敗した場合、即ち放送識別情報変換テーブルに検索
したグループ及びバリエーションが含まれていなかった場合には（ステップＳ２１２）、
放送識別情報変換表示部２１４２は、放送識別情報であるグループ及びバリエーションを
付して番組の一覧を選択肢として表示し（ステップＳ１６１）、再生番組選択肢表示処理
を終える。
＜実施の形態３＞
　以下、本発明の実施の形態３に係る番組放送記録システムについて図２５を用いて説明
する。
【０１６５】
　実施の形態３に係る番組放送記録システムは、番組の放送側で番組と放送識別情報とを
多重化して送信し、番組の受信記録側では受信した番組と放送識別情報とを分離して、こ
れらを対応付けて記録するシステムである。
　図２５は、実施の形態３に係る番組放送記録システムの構成図である。
　同図に示す番組放送記録システムは、放送識別情報を番組に多重化して放送する番組放
送装置３１００とこの放送を受信して番組を記録する番組記録装置３２００とからなる。
【０１６６】
　番組放送装置３１００は、番組データ記憶部３１０１、放送識別情報記憶部３１０２、
多重化部３１０３及び送信部３１０４を備える。
　番組データ記憶部３１０１は、放送対象となる番組の映像及び音声データを記憶してい
るバードディスク等の記憶装置である。
　放送識別情報記憶部３１０２は、実施の形態１で示したようなテレビ放送を識別するた
めの情報、例えば放送局識別用の放送局コード等を記憶するメモリ等の記憶装置である。
【０１６７】
　多重化部３１０３は、番組データ記憶部３１０１に記憶されている放送対象の番組のデ
ータと放送識別情報記憶部３１０２に記憶されている放送識別情報とを読み出して多重化
し、例えば番組の映像データのストリームと音声データのストリームと放送識別情報を格
納したパケットとをＭＰＥＧ２のトランスポートストリームとして多重化して、送信部３
１０４に伝える装置である。
【０１６８】
　送信部３１０４は、伝えられたトランスポートストリームを変調等して放送アンテナ等
を通じて放送する装置である。
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　また、番組記録装置３２００は、ＵＩ制御部３２０１、チューナ制御部３２０２、チュ
ーナ３２０３、分離部３２０４、記録制御部３２０５及びディスクドライブ３２０６を備
える。番組記録装置３２００は、基本的に実施の形態１で示した番組記録再生装置１１０
０における受信及び記録に関するハードウェアを有し、新たに分離部３２０４を有するも
のである。
【０１６９】
　ここで、分離部３２０４は、チューナ３２０３により受信された信号を復調等し、例え
ばトランスポートデコーダ等を制御することにより、番組のデータと放送識別情報とを分
離抽出するものである。
　この番組記録装置３２００は、ＵＩ制御部３２０１を通じてユーザからの受信記録指示
を受けると、チューナ制御部３２０２にチューナを制御させ、放送された信号を受信させ
る。こうして受信された信号から分離部３２０４により分離された番組のデータと放送識
別情報とは、記録制御部３２０５によるディスクドライブ３２０６の制御を通じて、ＤＶ
Ｄ－ＲＡＭに別個に記録される。なお、記録されるデータの構造は実施の形態１において
示したものと同様である。つまり、番組のデータはｖｒ＿ｍｏｖｉｅ．ｖｒｏ等のＡＶフ
ァイルとして記録され、放送識別情報は管理情報ファイル（ｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏ）
内のその番組にリンクされたＩＴ＿ＴＸＴに記録される。
＜実施の形態４＞
　以下、本発明の実施の形態４に係る番組記録再生システムについて図２６～図３２を用
いて説明する。
【０１７０】
　　＜構成＞
　実施の形態４に係る番組記録再生システムは、ＤＶＤ－ＲＡＭに番組を録画する際に録
画モードに関する情報である録画モード情報を管理情報ファイル（ｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉ
ｆｏ）内に記録し、またＤＶＤ－ＲＡＭに録画された番組を再生する際にその録画モード
情報を利用し録画モードの表示等を行うシステムである。
【０１７１】
　実施の形態４に係る番組記録再生システムのハードウェア構成は基本的に実施の形態１
に示したものと同様であるが、実施の形態４に係る番組記録再生システムを構成する番組
記録再生装置４１００は、新たに、日時を計時する時計と数年分のカレンダーを有し現在
日時の設定や取り出しが可能な日時管理機構を含むものである。
　また、番組記録再生装置４１００は、実施の形態１に係る番組記録再生装置１１００と
は機能面において異なる。
【０１７２】
　但し、特に説明しない機能については番組記録再生装置１１００と同様である。従って
例えば、番組記録再生装置４１００は実施の形態１における番組記録再生装置１１００と
同じく図１２に示した内容の最終記録装置情報をメモリ１１０２等に保持している。
　以下、番組記録再生装置４１００について説明する。なお、ハードウェアについては実
施の形態１と同じ符号を用いて説明する。
【０１７３】
　図２６は、番組記録再生装置４１００の機能構成図である。
　同図に示すように、番組記録再生装置４１００は、ＵＩ制御部１１２１、チャンネル変
換部１１２２、チャンネル対応表記憶部１１２３、チューナ制御部１１２４、日時管理部
４１４０、記録制御部４１２７、データ運用情報管理部１１２９、管理情報格納部１１３
０、ディスクドライブ制御部１１３１及び再生制御部４１３２を有する。同図中、実施の
形態１において図３に示したものと同一の機能構成要素については、同じ符号を付してお
り、ここでは詳しくは説明しない。
【０１７４】
　日時管理部４１４０は、日時管理機構から日時を取り出す機能を有する。
　記録制御部４１２７は、録画モード管理部４１２９及び録画モード情報記録部４１２８
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を有し、ＵＩ制御部１１２１を通じてユーザによる記録開始指示を受けると、チューナ１
１０５から出力される映像及び音声信号をエンコーダ／デコーダ１１０６にエンコードさ
せ、エンコードされた結果であるＡＶストリームデータ即ち番組を、ディスクドライブ制
御部１１３１にディスクドライブ１１０４を制御させることによりＤＶＤ－ＲＡＭ１２０
０に記録し、その番組と対応付けて、録画モード情報を含む番組の属性情報をディスクド
ライブ制御部１１３１を介してＤＶＤ－ＲＡＭ１２００の管理情報ファイル中に記録する
機能を有する。なお、録画モード情報以外の属性情報としては記録日時、ジャンル、番組
案内等が考えられる。
【０１７５】
　ここで、録画モード管理部４１２９は現在設定されている録画モードを保持する機能を
有し、また録画モード毎に、録画モードとその録画モードが示す平均ビットレートと録画
モードを示すＡＳＣＩＩ形式及びＳＪＩＳ形式の文字コードとを対応付けた録画モードテ
ーブルを予め記憶している。なお、録画モードはユーザにより切り替え可能であり、切り
替えられた録画モードはＵＩ制御部１１２１を通じて録画モード管理部４１２９の保持内
容に反映される。録画モードの種類については後述する。
【０１７６】
　また、録画モード情報記録部４１２８は、管理情報における録画した番組に対応するＩ
Ｔ＿ＴＸＴに録画モード情報を反映する機能を有する。
　なお、エンコーダ／デコーダ１１０６は、チューナ１１０５から出力される映像及び音
声信号をトラックバッファを利用して可変長ビットレートでエンコードして出力すること
ができるものであり、ある程度長い時間で平均した場合に固定レートで出力するように動
作する機能を有しており、その固定レート値は０．５Ｍｂｐｓ単位で設定できるものであ
る。これに対応して、記録制御部４１２７は録画モード管理部４１２９に保持している録
画モードの設定値に応じたビットレートを求めて固定レート値としてエンコーダ／デコー
ダ１１０６に設定することにより、エンコーダ／デコーダ１１０６にチューナ１１０５か
ら出力される映像及び音声信号のエンコードを行わせる機能を有している。
【０１７７】
　また、再生制御部４１３２は、録画モード情報表示部４１３３及び録画モード情報読出
部４１３４を有し、ＵＩ制御部１１２１から再生指示を受けると、ディスクドライブ制御
部１１３１を制御することによりＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に記録された管理情報を読み出
し管理情報格納部１１３０に格納させ、またＤＶＤ－ＲＡＭ１２００に記録されたＡＶス
トリームデータを読み出しエンコーダ／デコーダ１１０６にデコードさせて出力装置１２
１０に出力する機能を有し、また、管理情報に基づいて再生可能な番組の一覧をＵＩ制御
部１１２１を通じて出力装置１２１０に表示する機能をも有する。この番組の一覧は、ユ
ーザに対して再生指示対象となる番組を指定するための選択肢となる。
【０１７８】
　ここで、録画モード情報読出部４１３４は、管理情報格納部１１３０に格納された管理
情報から録画モード情報を読み出す機能を有する。また、録画モード情報表示部４１３３
は読み出された録画モード情報を表示形式に変換して再生可能な番組の一覧に付加して表
示する機能を有する。
　また、ディスクドライブ制御部１１３１は、ディスクドライブ１１０４にＤＶＤ－ＲＡ
Ｍ１２００が挿入された場合にＤＶＤ－ＲＡＭの管理情報ファイルを読み出し管理情報を
管理情報格納部１１３０に格納し、挿入された旨を再生制御部４１３２に伝える機能をも
有している。
【０１７９】
　　＜データ構造＞
　図２７は、録画モードテーブルのデータ構造及び内容例を示す図である。
　同図に示すように、録画モード管理部４１２９に記憶されている録画モードテーブルは
、ユーザが指定できるＸＰ（高画質）、ＳＰ（標準）、ＬＰ（長時間）、ＦＲ（自由設定
）の４つの録画モードについて、平均ビットレートと、その録画モードを表す文字コード
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とを対応付けたテーブルである。
【０１８０】
　例えば、ＸＰ（高画質）を表すＡＳＣＩＩ形式の文字コードは０ｘ５８であり、ＳＰ（
標準）を表すものは０ｘ５３であり、ＬＰ（長時間）を表すものは０ｘ４ｃであり、ＦＲ
（自由設定）を表すものは０ｘ４６である。
　なお、ユーザがリモコン１２２０のボタン等を操作して録画モードを設定する場合にお
いて、ＦＲ（自由設定）を指定するならば平均ビットレートを数値入力する必要があり、
その入力された数値は録画モードとともにＵＩ制御部１１２１から記録制御部４１２７に
伝えられ録画モード管理部４１２９に保持されるものとする。
【０１８１】
　図２８は、ＤＶＤ－ＲＡＭに記録する形式における録画モード情報のデータ構造及び内
容例を示す図である。
　同図に示す録画モード情報は、ＤＶＤ－ＲＡＭの管理情報中のＩＴ＿ＴＸＴに含まれる
１つのタグ付き文字データであり、タグであるＩＤＣＤとテキストフィールドサイズであ
るＴＸＴ＿ＳＺと、テキストフィールドとから構成される。ＩＤＣＤの値はＶＲ規格で「
その他」を意味すると定められている０ｘ９０にしている。
【０１８２】
　ここで、テキストフィールドは、データ運用識別子、用途、ＴＩＭＥ、録画モード、ビ
ットレートの各フィールドから構成される。なお、テキストフィールドの内容については
ＶＲ規格では定められていない。
　ここで、データ運用識別子フィールドは、データの運用方式を表す識別子即ちどのよう
な方式に従ってデータを記録しているかを表すための９バイトの文字列データが格納され
るフィールドであり、例えば「ｄｖｄｖｒｘ０１０」が格納される。なお、「ｄｖｄｖｒ
ｘ」は「ＤＶＤ　Ｖｉｄｅｏ　Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｔｉｏｎ」の略で「０１
０」はバージョンを示している。
【０１８３】
　用途フィールドは、それ以後の各フィールドに格納されるデータの用途種別を示す２バ
イトの文字列データが格納されるフィールドであり、ここでは録画モード情報を意味する
「ＢＲ」が格納される。なお、「ＢＲ」は「ｂｉｔ　ｒａｔｅ」の略である。また、この
用途フィールドの内容を他のものにすることにより、録画モード情報以外の情報を番組と
関連付けて管理情報中に格納することが可能になる。
【０１８４】
　ＴＩＭＥフィールドは、録画モードが対応するＶＯＢのＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭが格納さ
れる１２バイトのフィールドであり、例えば「２００００１０１００００」が格納される
。録画時における一時停止と録画モード切替といったユーザ操作により番組が複数のＶＯ
Ｂに分割されている場合において、ＶＯＢ単位で録画モードを定めることができる。
　録画モードフィールドは、録画モードテーブルに示した４つの録画モードのいずれかに
対応する文字コードが格納される１バイトのフィールドであり、例えばＸＰ（高画質）を
表す０ｘ５８が格納される。
【０１８５】
　ビットレートフィールドは、録画モードに対応する平均ビットレートが所定の演算によ
り文字コードに変換されて格納される３バイトのフィールドである。この３バイトのフィ
ールドに格納される値を１バイト毎にａ、ｂ、ｃとし平均ビットレートがｘ（ｋｂｐｓ）
であるとすると、所定の演算は、例えばＡＳＣＩＩ形式の文字コードつまり７ビットのコ
ードで格納しなければならない場合には次の数１に示す演算となる。
［数１］　ｘ＝ａ＊１２８＾２＋ｂ＊１２８＋ｃ
　この数１により、平均ビットレートｘに対し１２８＾２と１２８とで段階的に除算を行
い商及び剰余を求めることによりａ、ｂ、ｃを決定できる。
【０１８６】
　例えば、ＸＰ（高画質）の場合にはａが０、ｂが０ｘ４ｅ、ｃが０ｘ６０となりビット
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レートフィールドには０ｘ００４ｅ６０が格納される。
　なお、これらのテキストフィールドの内容は、録画モード情報記録部４１２８によって
アイテムテキスト領域のＣＨＲＳで示された文字形式の文字コードで格納される。
　　＜動作＞
　以下、上述した構成を備え、上述したデータを取り扱う実施の形態４に係る番組記録再
生システムの動作について説明する。
【０１８７】
　番組記録再生システムは、ユーザがリモコン１２２０の操作を通じてなす各種指示に応
じて各種の動作を行う。その主な動作として、受信指示に対応して実行される受信動作、
録画開始指示及び録画終了指示に対応して実行される録画動作、ＤＶＤ－ＲＡＭのディス
クドライブへの挿入及び再生指示に対応して実行される再生動作がある。
　受信動作としては、まず番組記録再生装置４１００のＵＩ制御部１１２１が、入力Ｉ／
Ｆ１１０８を通じてユーザからの操作チャンネル番号指定での受信指示を受け付けてチャ
ンネル変換部１１２２に伝える。チャンネル変換部１１２２はチャンネル対応表記憶部１
１２３のチャンネル対応表を参照して操作チャンネル番号から放送チャンネルを特定して
放送チャンネルをチューナ制御部に伝える。チューナ制御部はチューナ１１０５に放送チ
ャンネルを設定し、つまり放送形式と放送周波数を設定してチューニングさせることによ
りテレビ放送を受信させる。チューナ１１０５はテレビ放送を受信すると番組の映像及び
音声信号を出力し、この映像及び音声信号は出力Ｉ／Ｆ１１０７を通じて出力装置１２１
０に伝達され、出力装置１２１０から番組の映像が表示され音声が再生される。
【０１８８】
　次に、番組記録再生装置４１００によりなされる録画動作について説明する。
　図２９は、番組記録再生装置４１００の録画動作を示すフローチャートである。
　ユーザがリモコン１２２０のボタン等を操作し録画モードを設定し番組の録画開始指示
を入力すると、ＵＩ制御部１１２１はこの録画開始指示を受け付け（ステップＳ４０１）
、記録制御部１１２７に録画開始指示を伝える。まず録画モードは録画モード管理部４１
２９に保持される。
【０１８９】
　録画開始指示に対して記録制御部４１２７は、録画モードに基づいて録画モードテーブ
ルから平均ビットレートを得てこれを固定レート値としてエンコーダ／デコーダ１１０６
に設定する（ステップＳ４０２）。なお、録画モードがＦＲ（自由設定）の場合にはユー
ザに指定されたビットレートをその固定レート値としてエンコーダ／デコーダ１１０６に
設定する。
【０１９０】
　固定レート値を設定した後、記録制御部４１２７は、チューナ１１０５から出力される
映像及び音声信号をエンコーダ／デコーダ１１０６にエンコードさせるよう制御するとと
もに、ディスクドライブ制御部１１３１に番組記録開始の指示を出す（ステップＳ４０３
）。ディスクドライブ制御部１１３１は番組記録開始の指示を受けて、エンコードされた
結果であるＡＶストリームデータをＤＶＤ－ＲＡＭ１２００にＡＶファイルとして記録す
るようディスクドライブ１１０４を制御する。こうして番組の録画の実行が開始される。
なお、ディスクドライブ制御部１１３１はディスクドライブ１１０４がＤＶＤ－ＲＡＭ１
２００に最初にアクセスした際に管理情報ファイル（ｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏ）を読み
出して管理情報を管理情報格納部１１３０に格納する。またＤＶＤ－ＲＡＭ１２００の記
録可能な位置を探してその位置にＡＶファイルの記録を行う。
【０１９１】
　この後、ユーザがリモコン１２２０のボタン等を操作し番組の録画終了指示を入力する
と、ＵＩ制御部１１２１はこの録画終了指示を受け付け（ステップＳ４０４）、記録制御
部４１２７に録画終了指示を伝える。この録画終了指示を受けて記録制御部４１２７は、
エンコードを停止させるとともにディスクドライブ制御部１１３１に番組記録終了の指示
を出し、この指示を受けるとディスクドライブ制御部１１３１はＤＶＤ－ＲＡＭ１２００
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への番組即ちＡＶストリームデータの記録を終了させるようディスクドライブ１１０４を
制御する（ステップＳ４０５）。
【０１９２】
　番組の記録が終了した後、記録制御部４１２７はその番組についてのＡＶファイルのア
ドレス情報や属性データ等をＶＲ規格に基づき管理情報格納部１１３０内の管理情報に反
映し（ステップＳ４０６）、記録した番組についての録画モードを管理情報に反映する録
画モード情報反映処理を、記録した番組に相当するＰＧＩの番号又は現在のＰＧＩの総数
を録画モード情報記録部４１２８に通知して実行させ（ステップＳ４０７）、図１２に示
した最終記録装置情報を管理情報に反映する（ステップＳ４０８）。
【０１９３】
　各種情報を管理情報格納部１１３０の管理情報に反映した後、記録制御部４１２７はそ
の管理情報を記録するようディスクドライブ制御部１１３１に指示し、ディスクドライブ
制御部１１３１はディスクドライブ１１０４を制御して管理情報をＤＶＤ－ＲＡＭ１２０
０にｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏとして記録する（ステップＳ４０９）。
　以下、ステップＳ４０７の録画モード情報反映処理について詳しく説明する。
【０１９４】
　図３０は、番組記録再生装置４１００が録画の際に行う録画モード情報反映処理を示す
フローチャートである。
　録画モード情報反映処理は主に記録制御部４１２７内の録画モード情報記録部４１２８
により実行される。
　録画モード情報記録部４１２８は、管理情報格納部１１３０内の管理情報からＣＨＲＳ
を取得し（ステップＳ４２１）、対応できる文字形式であるか否かを判断する（ステップ
Ｓ４２２）。ここでは、ＡＳＣＩＩ形式又はＳＪＩＳ形式であれば対応できる文字形式と
判断する。ステップＳ１２２において対応できる文字形式でない場合には録画モード情報
反映処理を終了する。
【０１９５】
　ステップＳ４２２において対応できる文字形式である場合には、管理情報中のアイテム
テキスト領域（ＴＸＴＤＴ＿ＭＧ）のサイズを取得する（ステップＳ４２３）。
　ＴＸＴＤＴ＿ＭＧのサイズの上限はＶＲ規格において３２７６８バイトと規定されてい
るため、ＴＸＴＤＴ＿ＭＧが、まだ録画モード情報のＤＶＤ－ＲＡＭへの記録形式として
のＩＴ＿ＴＸＴを追加できるだけの余裕のあるサイズであるか即ち空きがあるかを判断す
る（ステップＳ４２４）。ＴＸＴＤＴ＿ＭＧに放送識別情報を追加するためには、図２８
に示した録画モード情報の記録形式即ちＩＴ＿ＴＸＴとしてのサイズと、ＩＴ＿ＴＸＴ＿
ＳＲＰ及びＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮのサイズとの合計分だけの空きが必要となる。
【０１９６】
　ステップＳ４２４において空きがあると判断すると、録画モード情報記録部４１２８は
、日時管理部４１４０から日時を取得し文字コードに変換し（ステップＳ４２５）、録画
モード管理部４１２９に保持されている録画モードを取得しこの録画モードに対応する文
字コードを録画モードテーブルから得て（ステップＳ４２６）、録画モードテーブルを参
照して平均ビットレートを得て、又は録画モードがＦＲ（自由設定）の場合はユーザから
入力され保持されているビットレートを得て、数１を用いて示した演算によりビットレー
トを文字コードに変換し（ステップＳ４２７）、録画モード情報のＤＶＤ－ＲＡＭへの記
録形式としてのＩＴ＿ＴＸＴを生成して管理情報に反映する（ステップＳ４２８）。これ
により例えば図２８に示すようなタグ付き文字データが、管理情報格納部１１３０内の管
理情報中のＩＴ＿ＴＸＴに格納される。
【０１９７】
　録画モード情報記録部４１２８は、ＩＴ＿ＴＸＴを生成した後、管理情報中にそのＩＴ
＿ＴＸＴに対応するＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰを追加し（ステップＳ４２９）、更に記録制御
部４１２７から通知されたＰＧＩに対してＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮを追加する（ステップ
Ｓ４３０）。



(34) JP 4102370 B2 2008.6.18

10

20

30

40

50

　また、ステップＳ４２４において空きがないと判断した場合には、録画モード情報記録
部４１２８は、ＴＸＴＤＴ＿ＭＧに、ＩＴ＿ＴＸＴの追加は無理だがＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲ
Ｐ及びＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮの追加が可能な空きがあるかを判断し（ステップＳ４３１
）、この空きもなければ、録画モード情報の管理情報への反映を行わずに録画モード情報
反映処理を終える。
【０１９８】
　ステップＳ４３１において空きがあると判断した場合に、録画モード情報記録部４１２
８は、管理情報に反映しようとしている録画モード情報を表すＩＴ＿ＴＸＴが、既に管理
情報のＴＸＴＤＴ＿ＭＧ中に存在するかを検索し（ステップＳ４３２）、存在すればその
ＩＴ＿ＴＸＴに対応してＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ及びＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮの追加を行う
（ステップＳ４２９、Ｓ４３０）。また、ステップＳ４３２において反映すべき録画モー
ド情報を表すＩＴ＿ＴＸＴが存在しなかった場合には、録画モード情報記録部４１２８は
録画モード情報反映処理を終える。
【０１９９】
　次に、番組記録再生装置４１００における再生動作について説明する。
　図３１は、番組記録再生装置４１００の再生動作を示すフローチャートである。
　ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００がディスクドライブ１１０４に挿入されると、ディスクドライ
ブ制御部１１３１はディスクドライブ１１０４を制御してＤＶＤ－ＲＡＭ１２００から管
理情報ファイルを読み出して管理情報を管理情報格納部１１３０に格納し、挿入された旨
を再生制御部４１３２に伝える（ステップＳ４４１）。
【０２００】
　挿入された旨を伝えられた再生制御部１１３２は、管理情報に基づいてＤＶＤ－ＲＡＭ
１２００に記録されいている番組の一覧を出力装置１２１０に表示するものである記録済
番組一覧表示処理を行う（ステップＳ４４２）。
　一覧を見たユーザがリモコン１２２０のボタン等を操作し再生対象の番組を選択して再
生指示を入力すると、番組記録再生装置４１００のＵＩ制御部１１２１は、入力Ｉ／Ｆ１
１０８を通じて、ユーザからの再生指示を受け付け、その選択及び再生指示を再生制御部
４１３２に伝える（ステップＳ４４３）。
【０２０１】
　選択及び再生指示が伝えられると再生制御部１１３２は、選択された番組のＡＶファイ
ルのアドレス情報を管理情報から取得して、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００からそのＡＶファイ
ルであるＡＶストリームデータを読み出すようにディスクドライブ制御部１１３１にディ
スクドライブ１１０４を制御させ、読み出されたＡＶストリームデータをエンコーダ／デ
コーダ１１０６にデコードさせ、デコード結果を出力Ｉ／Ｆ１１０７を通じて出力装置１
２１０に出力させる（ステップＳ４４４）。こうしてユーザが選択した番組をユーザは出
力装置１２１０から視聴することができるようになる。
【０２０２】
　図３２は、番組記録再生装置４１００が再生の際に行う記録済番組一覧表示処理を示す
フローチャートである。
　再生制御部４１３２は、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００から管理情報格納部１１３０に読み出
された管理情報を参照して、ＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤから最終記録装置情報を取得し（ス
テップＳ４５１）、取得した最終記録装置情報の先頭９バイトが番組記録再生装置４１０
０に予め照合用に保持されている最終記録装置情報のデータ運用識別子と一致するか判定
する（ステップＳ４５２）。
【０２０３】
　一致した場合には、再生制御部４１３２は、管理情報中のＣＨＲＳを取得する（ステッ
プＳ４５３）。
　再生制御部１１３２における録画モード情報読出部４１３４は、ＣＨＲＳの示す文字形
式が、対応できる文字形式であるか否かを判断し（ステップＳ４５４）、対応できる文字
形式であれば、ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮがあるか判定する（ステップＳ４５５）。なお、
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ステップＳ４５５～Ｓ４６２の処理は記録されている番組が複数ある場合には各番組に相
当するＰＧＩ毎に行われる。
【０２０４】
　ステップＳ４５５においてＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮがあると判定した場合には、録画モ
ード情報読出部４１３４は、ＩＴ＿ＴＸＴのタグ付き文字データの集合を取得し（ステッ
プＳ４５６）、タグ毎にステップＳ４５８～Ｓ４６０を行う（ステップＳ４５７）。
　まず、録画モード情報読出部４１３４は、タグであるＩＤＣＤが０ｘ９０であるかその
他であるかを判定する（ステップＳ４５８）。
【０２０５】
　ステップＳ４５８において、ＩＤＣＤがＶＲ規格で「その他」を表すものと規定されて
いる０ｘ９０であると判定された場合には、録画モード情報読出部４１３４は、そのＩＤ
ＣＤに対応するテキストフィールドの先頭９バイトが、所定の値であるかを判定する（ス
テップＳ４５９）。即ち番組記録再生装置４１００に予め照合用に保持されている最終記
録装置情報のデータ運用識別子と一致するかを判定する。
【０２０６】
　ステップＳ４５９においてテキストフィールドに所定のデータ運用識別子が格納されて
いると判定した場合、録画モード情報読出部４１３４はそのテキストフィールド内のデー
タ運用識別子の次の２バイトが、「ＢＲ」であるかを判定する（ステップＳ４６０）。
　ステップＳ４５８においてＩＣＤＣが０ｘ９０でないと判定した場合と、ステップＳ４
５９においてテキストフィールドに所定のデータ運用識別子が格納されていないと判定し
た場合と、ステップＳ４６０において「ＢＲ」が格納されていないと判定した場合とには
、録画モード情報読出部４１３４は次のＩＤＣＤがあればその判定に戻り、次のＩＤＣＤ
がなければステップＳ４６３の処理を行う。
【０２０７】
　また、ステップＳ４５２においてデータ運用識別子が一致しないと判定した場合と、ス
テップＳ４５４において対応できる文字形式でないと判定した場合と、ステップＳ４５５
においてＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮがないと判定した場合には、録画モード情報読出部４１
３４はステップＳ４６３の処理を行う。
　ステップＳ４６３においては、録画モード情報読出部４１３４はＰＧＩ＃ｎが指し示す
番組のデータサイズを算出する（ステップＳ４６３）。この番組のデータサイズは、管理
情報中のＰＧＩ＃ｎが指し示すＡＶストリームのパック数（ＶＯＢＵ＿ＳＺ）を必要な分
だけ総和し、１パック＝２０４８バイトであることから乗算して求める。
【０２０８】
　ステップＳ４６３に続いて、録画モード情報読出部４１３４は、ＰＧＣ＃ｎの総再生時
間を、ＰＧＩ＃ｎに属する部分区間（セル）の再生時間を合計することにより秒単位で求
め（ステップＳ４６４）、既に算出した番組のデータサイズを総再生時間で除算すること
により平均ビットレート値を算出し（ステップＳ４６５）、算出した平均ビットレート値
を切り上げ、切り下げ又は四捨五入によってＸＰ（高画質）、ＳＰ（標準）、ＬＰ（長時
間）のいずれかに丸め込むことができるかどうか計算し、丸め込むことができればその丸
め込むことができた録画モードを録画モード情報表示部４１３３に伝え、丸め込むことが
できなければＦＲ（自由設定）を録画モード情報表示部４１３３に伝える（ステップＳ４
６６）。これを受けて録画モード情報表示部４１３３は録画モードを番組一覧に付加した
画面をＵＩ制御部１１２１等を介して出力装置１２１０の画面に表示し（ステップＳ４６
２）、記録済番組一覧表示処理を終える。
【０２０９】
　また、ステップＳ４６０において、テキストフィールド内のデータ運用識別子の次の２
バイトが「ＢＲ」であると判定した場合には、録画モード情報が記録されていることにな
るため、録画モード情報読出部４１３４は録画モード情報を読み出し録画モード情報表示
部４１３３に伝え、これを受けて録画モード情報表示部４１３３は録画モードを画面に表
示する形式に変換し（ステップＳ４６１）、録画モードを番組一覧に付加した画面をＵＩ
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制御部１１２１等を介して出力装置１２１０の画面に表示し（ステップＳ４６２）、記録
済番組一覧表示処理を終える。
【０２１０】
　この記録済番組一覧表示処理により、出力装置１２１０には、ＤＶＤ－ＲＡＭ１２００
に記録されている番組毎にその録画モードが付加された再生対象番組の選択肢を示す画面
が表示されることになる。
＜補足＞
　以上、本発明に係る記録装置、再生装置について、実施の形態に基づいて説明したが、
本発明はこれらの実施の形態に限られないことは勿論である。即ち、
　（１）上述の実施の形態では、番組を受信して記録媒体に記録する機能と、記録媒体に
記録された番組を再生する機能とを有する番組記録再生装置を例にして説明したが、番組
を受信する機能と記録する機能と再生する機能とが必ずしも１つの装置により実現される
必要はない。これらの機能の１以上を実現する装置により本発明の記録装置又は再生装置
は成立する。但し、放送識別情報或いは録画モード情報の記録媒体への記録をする機能を
実現する構成と、記録媒体から記録された放送識別情報或いは録画モード情報を読み出し
て利用する機能を実現する構成とは、呼応するものである必要がある。例えば、再生動作
しない記録動作のみを実現する装置により、番組と放送識別情報或いは録画モード情報が
記録され、それらが再生専用プレーヤによって再生されることとしてもよい。
【０２１１】
　（２）上述の実施の形態では、番組及び管理情報を記録する記録媒体は、ＤＶＤ－ＲＡ
Ｍであることとしたが、他の読み出しや再記録が可能な光ディスクであってもよく、光磁
気ディスク、テープ、半導体メモリその他の記録媒体であってもよい。また、ハードディ
スクやメモリ等の記憶媒体に記録した後、記録した番組と放送識別情報或いは録画モード
情報とを対にして通信ネットワークを介して、番組を再生可能な再生装置に転送してもよ
い。
【０２１２】
　（３）上述の実施の形態で示したテレビ放送の放送元である放送局の概念は、放送局は
テレビ放送毎にそれぞれ異なるものであると考えてもよいし、１つの放送局が異なる周波
数で複数のテレビ放送を行うことができるものであると考えてもよい。前者の場合には複
数の放送局の中から１つの放送局を識別できる情報があれば、その情報に基づいてその複
数の放送局により１以上放送されるテレビ放送の中から１つのテレビ放送を識別すること
が可能になる。また、後者の場合には、複数の放送局の中から１つの放送局を識別できる
情報があれば、その情報に基づいてその複数の放送局から１ずつ放送された複数のテレビ
放送の中から１つのテレビ放送を識別することが可能になる。
【０２１３】
　（４）上述の実施の形態では、放送識別情報或いは録画モード情報を管理情報中のＩＴ
＿ＴＸＴにＶＲ規格に準拠して記録する場合には、タグとして用いるＩＤＣＤの値は０ｘ
９０であることとしたが、ＶＲ規格で予約値即ち未だ意味付けがされていない値を用いる
こととしてもよい。但し、予約値を用いると将来のＶＲ規格の拡張等により予約値が何ら
かの意味を表すものとして定義されたときには不都合が生じるおそれがあるため、実施の
形態で示したように、「その他」という使用目的を問わない意味を示す値（０ｘ９０）を
用いることが望ましい。
【０２１４】
　ＶＲ規格を拡張してメーカ拡張用のＩＤＣＤ値を定義することとしてもよく、またこの
場合サイズを固定長としてＴＸＴ＿ＳＺを不要にしてもよい。メーカ拡張用のＩＤＣＤ値
はメーカ毎に定義することとしてもいいし、ＩＤＣＤ値は１つとして、続けてメーカ識別
用のフィールドを定義することとしてもよい。
　また、番組記録再生装置は、ＩＤＣＤを０ｘ９０として図１０に示した形式で放送識別
情報をＤＶＤ－ＲＡＭに記録するとともに、ＩＤＣＤを０ｘ６０としたタグと対応するテ
キストフィールドに衛星放送の１１チャンネルを示す「衛星１１」等の放送識別情報から
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抜粋した情報を意味のわかりやすい文字列に変換して記録することとしてもよい。これに
よれば、「ｄｖｄｖｒｘ０１０」で表される運用方式に対応していない他のメーカの装置
であっても、「衛星１１」というテレビ放送に関する情報を表示することが可能になる。
【０２１５】
　（５）上述の実施の形態では、番組の再生前に、再生対象の番組の一覧に付して放送識
別情報或いは録画モードを表示することとしたが、特定の番組の指定を受けてその番組に
ついての放送識別情報或いは録画モードを、出力装置１２１０の画面の一部に表示するこ
ととしてもよく、番組再生中にその放送識別情報等の表示を行うこととしてもよい。また
、上述した番組記録再生装置等、番組を再生する装置がディスプレイ部分を有することと
してもよく、再生中番組の放送識別情報或いは録画モードの表示は、そのディスプレイ部
分に行うこととしてもよい。
【０２１６】
　また、実施の形態１～３と実施の形態４とに示した技術を組み合わせて、番組記録再生
装置は、録画モード情報と放送識別情報とをともに番組に対応付けてＤＶＤ－ＲＡＭに記
録し、またＤＶＤ－ＲＡＭから録画モード情報と放送識別情報を読み出して表示等に利用
するようにしてもよい。
　（６）上述の実施の形態では、番組記録再生装置は、動画像と音声で構成されるテレビ
放送を受信等してその放送番組を記録媒体に記録するとしたが、受信、記録等の対象とな
る放送は、画像のみ、音声のみ又はその他のデータの放送であってもよく、また画像も動
画であっても静止画であってもよい。また、受信の対象となる放送に、暗号化、符号化等
が施されている場合には、番組記録再生装置は、チューナ１１０５からの出力をその暗号
化、符号化等に対応したデコーダにより復号等を施し、その復号結果を出力装置１２１０
に出力し或いはＤＶＤ－ＲＡＭに記録する形式にエンコードして記録を行うこととしても
よい。
【０２１７】
　（７）上述の実施の形態では、番組記録再生装置には、アンテナとケーブルテレビ用ケ
ーブルを共に接続しているものとしたが、一方しか接続していなくてもよく、アンテナに
ついても衛星放送用のものと地上波放送用のものとの一方しか接続していなくてもよい。
このアンテナ類の接続状況に対応して受信条件を設定すればよい。
　また、番組記録再生装置が受信、記録等する放送の放送形式は上述した衛星アナログ放
送等のようなアナログ放送に限られることはなく、デジタル放送であってもよい。
【０２１８】
　なお、デジタル放送では、同一周波数に複数のテレビ放送が多重されている場合もある
が、この場合においては放送チャンネル番号は放送周波数の特定とその周波数に多重され
た各テレビ放送を識別することができるものであるとすればよい。また、番組記録再生装
置はチューナと例えばトランスポートデコーダ等の特定のテレビ放送を分離抽出する装置
とを含むこととし、チューナ制御部が放送チャンネル番号から、周波数と、多重化された
テレビ放送群から１つのテレビ放送を特定するためのＩＤとを求めるためのテーブルを有
することとし、このテーブルに基づいてチューナ制御部は受信する周波数を定めてチュー
ナに多重化されたテレビ放送を受信させ、トランスポートデコーダ等にテレビ放送を特定
するためのＩＤを設定することにより、必要なテレビ放送を分離抽出するよう制御するよ
うにすればよい。
【０２１９】
　また、番組記録再生装置が備えるチューナが地上波受信専用等、特定の放送形式専用の
ものであることとしてもよく、この場合、放送識別情報中の放送形式は、その特定の放送
形式と固定的に定めることとしてもよい。また、識別対象のテレビ放送を１つの放送形式
のものに限ることし、放送識別情報から放送形式についての情報を省くこととしてもよい
。例えば、日本国の地上波のテレビ放送の範囲内で、１つのテレビ放送を識別するために
は、放送周波数又はこれに対応する放送チャンネル番号と、受信エリアとの組を基にして
放送識別情報を作成することが可能となる。つまり放送チャンネルを放送チャンネル番号
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のみから構成されるものとして扱うこととしてもよい。
【０２２０】
　（８）上述の実施の形態では、番組記録再生装置に対するユーザ入力は、赤外線を発す
るリモコン１２２０を介して行われるものとしたが、リモコンは赤外線に限られず、無線
でユーザ入力を番組記録再生装置に伝えるものであってもよく、また、番組記録再生装置
がボタンやキーボード等の入力装置を備えることとして、この入力装置を通じてユーザ入
力を受け付けることとしてもよい。
【０２２１】
　（９）上述の実施の形態で示した分類コードのうち、受信エリアに関するものは、例え
ばそのエリアに対する電話番号の市外局番等と一致させる等、ユーザに理解し易いものと
することも考えられる。
　（１０）上述の実施の形態ではユーザが受信指示を行う際に用いるものである操作チャ
ンネル番号は、放送形式と放送チャンネル番号との組と対応付けられたものであるとした
が、ユーザが、受信指示の際に、放送形式や外部入力等を区別する区分の１つを選択して
おいてチャンネル番号を指定することにしてもよく、これに対応するために、チャンネル
対応表においてそのチャンネル番号をその区分毎に１つの放送チャンネル番号と対応付け
ておくこととすればよい。
【０２２２】
　また、ユーザが放送形式と放送チャンネル番号とを直接的に入力することとしてもよく
、この場合にはチャンネル変換部等による操作チャンネル番号から放送チャンネルへの変
換は省略できる。また、放送形式を固定とするならば、ユーザが放送チャンネル番号を直
接に入力することとしてもよく、番組記録再生装置は、その放送チャンネル番号に対応す
る周波数で放送されるテレビ放送を受信して、そのテレビ放送の番組と、放送チャンネル
番号や受信条件等から特定される放送識別情報とを対応付けてＤＶＤ－ＲＡＭに記録する
こととしてもよい。
【０２２３】
　（１１）上述の実施の形態に示した番組記録再生装置は、上述した動作の他にも一般の
ディジタルビデオレコーダと同様の動作を行うものであり、例えば、ＤＶＤ－ＲＡＭに記
録された番組の削除指定がユーザによりなされた場合には、管理情報中のＰＧＩからその
削除対象の番組についてのＡＶファイルのアドレス情報を得てＡＶファイルを削除し、ま
たその番組にちてのＰＧＩとリンク構造を有するＩＴ＿ＴＸＴを削除する。従って、ＤＶ
Ｄ－ＲＡＭに記録された放送識別情報或いは録画モード情報も対応する番組の削除ととも
に削除されることになる。
【０２２４】
　（１２）上述の実施の形態では、放送識別情報及び録画モード情報を記録する場合に付
するデータ運用識別子として９バイトの「ｄｖｄｖｒｘ０１０」を用いる例を示したが、
データ運用識別子は、他の文字列であってもよく、９バイトに限られることはない。
　なお、実施の形態では９バイト中の下位３バイトを「０１０」等のバージョン番号とし
たが、例えば放送識別情報等のデータ構造を変更したものを「０１０」より新しい「０１
１」というバージョン番号として、番組記録再生装置はバージョン番号が「０１０」と「
０１１」とのいずれの運用方式に従って放送識別情報等の記録媒体への記録を行うことが
できることとしてもよい。
【０２２５】
　また、既にＤＶＤ－ＲＡＭの管理情報中のＬＡＳＴ＿ＭＮＦ＿ＩＤに最終記録装置情報
のデータ運用識別子として「ｄｖｄｖｒｘ０１０」が記録されていた場合には、番組記録
再生装置は記録に際して用い得る「０１０」と「０１１」との２つのバージョン番号に対
応する運用方式のうち、既に記録されているものに合わせて「０１０」の運用方式に従っ
て放送識別情報等を記録することとしてもよい。再生側においても同様にバージョン番号
毎に異なる読み出し位置等に対応した処理手順を定めておき、ＤＶＤ－ＲＡＭから放送識
別情報等を読み出す際にも、データ運用識別子で表されているバージョン番号に応じてそ
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の処理手順を選択して読み出すこととしてもよい。
【０２２６】
　なお、実施の形態において示した最終記録装置情報の社内運用領域のデータ構造は、社
外運用領域の内容毎に自由に定義することが可能である。例えば「ｄｖｄｖｒｘ０１０」
というデータ運用識別子で示される運用方式に従う１以上のメーカは、社内運用領域は図
１２に示したデータ構造に従う必要があるが、その内容値としてはメーカ毎に異なる値と
することができる。また、別のデータ運用識別子で示される運用方式に従う１以上のメー
カは、社内運用領域を図１２とは全く異なるデータ構造とすることが考えられる。
【０２２７】
　なお、社外運用エリアは最終記録装置情報の最後尾に置くこととしてもよい。また、Ｖ
Ｒ規格を拡張して管理情報中にデータ運用識別子を記録する領域を新たに定義し、番組記
録再生装置はこのデータ運用識別子を参照して、それにより示される運用方式で放送識別
情報或いは録画モード情報を記録又は読み出しすることとしてもよい。
　データ運用識別子は、データの運用方式を象徴的に表し、かつ一般名詞と一致しないも
のが望ましい。サイズは大きい方が、異なる運用方式に従う他メーカとバッティングする
可能性を減らすことができるようになる。なおデータ運用識別子とそれが示す運用方式を
他メーカへ開示することによりバッティングの可能性を減らすことも考えられる。また、
データ運用識別子を各メーカに重複することなく割り当てる機関を設けることとしてもよ
い。
【０２２８】
　また、上述の実施の形態においては用途フィールドの内容として「ＢＣ」、「ＢＲ」を
示したが、「ＢＣ」、「ＢＲ」といった文字列に限定されることはなく、また特定のデー
タ運用識別子に基づく運用方式に用途が１つしか存在しない場合には用途を示す文字列は
省略することができる。また、用途フィールドは、各用途を識別するために必要最小限度
のデータサイズとしてもよい。
【０２２９】
　また、放送識別情報或いは録画モード情報のＤＶＤ－ＲＡＭへの記録形式におけるデー
タ運用識別子以後の内容のデータ構造は、そのデータ運用識別子により示される運用方式
に従ったものでありさえすればよい。なお、図１０、図２８に示したデータ構造例は「ｄ
ｖｄｖｒｘ０１０」で表される運用方式に従ったものであることを意味している。
　（１３）上述の実施の形態で示した放送識別情報についても、録画モード情報と同様に
ＶＯＢ単位に対応させてＩＴ＿ＴＸＴに記録することとしてもよい。これはユーザにより
一時停止中に受信する放送チャンネルの変更指示等がなされて、受信するテレビ放送が切
り替わる場合において有用となる。即ち、一時停止によりＶＯＢが分割されるためＶＯＢ
毎の日付情報をＩＴ＿ＴＸＴに含ませて１つのＰＧＩあたりに複数個の放送局情報を保持
することは有用となる。
【０２３０】
　また、録画中にユーザにより一時停止の指示や受信するチャンネルを切り換える指示が
されると番組記録再生装置は、それ以後は別のＰＧＩに対応する番組としてＡＶストリー
ムを記録することとしてもよい。
　（１４）上述の実施の形態では、放送識別情報或いは録画モード情報を管理情報中の番
組と対応付けられたタグ付きテキストフィールドに格納する際に、ＡＳＣＩＩ形式又はＳ
ＪＩＳ形式の文字コードとして格納できるように、放送識別用テーブル或いは録画モード
テーブルにこれらの文字形式での文字コードでの情報を保持していることとしたが、管理
情報中のＣＨＲＳが他の文字形式である場合にもこれに対応した文字形式で放送識別情報
や録画モード情報を記録できるようにするため、他の文字形式で表した情報を放送識別用
テーブル或いは録画モードテーブルに含めることとしてもよい。
【０２３１】
　（１５）上述の実施の形態では、放送識別情報或いは録画モード情報を、ＶＲ規格によ
り番組に対するリンク構造を有するものとして規定されているアイテムテキスト領域に格
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納する例を示したが、この他にプライマリテキスト領域を用いることとしてもよい。この
場合、プライマリテキストに配置した放送識別情報等が他メーカの番組記録再生装置によ
って、単なる文字列として表示され、最悪の場合ユーザによって書き換えられる可能性が
あるが、ＶＲ規格においてプライマリテキスト領域は前後半に分割されており、どちらか
は危険度が小さいと考えられる。なぜなら前半部分は固定の文字コード（ＡＳＣＩＩコー
ド）であるが、後半部分は文字コードが定義できて前半部より有用性が高いからである。
例えば日本ではＳＪＩＳを用いるために後半が頻繁に使われると仮定し、前半部分に放送
識別情報等を配置する方式も考えられる。こうする場合には、ＩＤＣＤやＴＸＴ＿ＳＺは
不要であるが、データ運用識別子は必要となる。また、改行コードなどの制御コードがＶ
Ｒ規格上禁止されており、それらのコードを用いないように放送識別情報等の記録形式を
定めておく必要がある。
【０２３２】
　（１６）上述の実施の形態において図１６、図３２等に示した放送識別情報或いは録画
モード情報が正規のものであれば読み出して表示等に利用するための処理手順は、一例に
すぎず、例えばＴＸＴ＿ＳＺをチェックして、サイズが９よりも小さい場合には正規でな
いと判断する処理内容を追加してもよいし、最終記録装置情報についての照合を省略する
等としてもよい。
【０２３３】
　（１７）実施の形態１で示した放送識別情報のＤＶＤ－ＲＡＭへの記録形式における国
フィールドの大きさは３バイトに限られることはなく各国を識別するのに十分なサイズで
あれば他のサイズにしてもよい。また国フィールドには、他のフィールドの内容によって
各テレビ放送局を識別することができる範囲が国より大きい場合は、その国家群を表すも
のを格納することにしてもよく、その範囲が国より小さい場合には国フィールドを階層化
して国と地方とを表す情報を格納することにしてもよい。
【０２３４】
　また、放送識別情報のＤＶＤ－ＲＡＭへの記録形式では、可変長フィールドの数が３つ
であるため、可変長フィールドのサイズ値を格納するフィールドを２つ設けてＴＸＴ＿Ｓ
Ｚと組み合わせることにより全ての可変長フィールドのサイズを決定できるようにしてい
るが、このサイズ値の格納対象となる可変長フィールドはいずれに変更してもよく、また
全ての可変長フィールドに対応してサイズ値を格納するフィールドを設けることとしても
よい。また、各フィールドの配置順序等はどのようなものであってもよい。
【０２３５】
　（１８）実施の形態１で示した仮放送局情報が長い場合には、表示可能なテキストサイ
ズに区切って表示することとしてもよい。このとき、２バイトコードの途中で区切ると文
字化けを起こすので、表示する最終バイトについて２バイトコードの前半でないか判断し
、２バイトコードの前半であるならば空白の文字コードやＮＵＬＬに置き換えることとし
てもよい。
【０２３６】
　（１９）実施の形態１では、番組記録再生装置１１００は、チューナを用いて受信した
放送番組をＤＶＤ－ＲＡＭに記録することとしたが、外部のチューナやビデオレコーダ等
の映像及び音声信号の出力が可能な機器から入力された映像及び音声信号を番組記録再生
装置１１００がエンコードしＡＶストリームデータにしてＤＶＤ－ＲＡＭに記録すること
としてもよい。このように外部入力された番組と対応させてＤＶＤ－ＲＡＭに記録する場
合には、放送識別情報は、例えば放送局コードが０ｘ００００で放送局名称は「外部入力
」等として、外部入力された番組であることを意味するよう予め定めた内容とすることに
してもよい。
【０２３７】
　（２０）実施の形態１では受信動作と録画動作とを連続して実行する受信記録動作につ
いて図１３を用いて説明したが、受信記録動作として、いわゆる予約録画を行うことがで
きるようにしてもよいし、受信指示を受けて、受信すると即座に録画開始するようにして
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もよい。
　受信指示を受けて、受信すると即座に録画開始するようにするために、例えばチューナ
は受信する周波数の切り替え等が完了して安定的に受信を行える状態になったことを通知
する機能を有するものとし、チューナ制御部がこの通知を受けた時から番組記録再生装置
はＵＩ制御部が録画開始指示を受けた場合と同様の処理を行うこととしてもよい。また、
チューナが周波数の切り替えから安定的に受信を行える状態になるまでの最大時間が予め
規格として定められている場合には、チューナ制御部がチューナに受信を行わせてからそ
の最大時間の経過後に番組記録再生装置は録画開始指示を受けた場合と同様の処理を行う
こととしてもよい。
【０２３８】
　予約録画については、番組記録再生装置は、ユーザから予め記録開始及び終了の日時と
操作チャンネル番号との指定を受けておき、その指定された記録開始の日時の直前にユー
ザから受信指示を受けた場合と同様の処理を行いその記録開始の日時になると録画開始指
示を受けた場合と同様の処理を行うこととしてもよい。
　（２１）実施の形態１では、番組記録再生装置が受信条件、放送形式、放送チャンネル
番号に基づいて放送識別用テーブルにより、放送局コードを特定できることとしたが、こ
の他、予め操作マニュアル等により定めた規則に従ってユーザに放送局コード又は放送局
名称等を直接入力させることとしてもよく、この直接入力された放送局コード等を番組識
別情報として番組と対応付けて記録媒体中に記録することとしてもよい。
【０２３９】
　（２２）実施の形態１では放送識別用テーブルを用いて受信条件と放送チャンネルから
放送局コード等を特定する方式を示したが、放送局コードについては受信条件を示す分類
コードと放送チャンネルとから特定の演算によって算出することにしてもよい。この演算
の例としては、分類コードが１２で放送チャンネルがＴＡ（地上波アナログ放送）の１０
チャンネルである場合には放送局コードを１２ＴＡ１０とする等が考えられる。
【０２４０】
　（２３）実施の形態１、２では、放送識別情報の表示形式として、放送局名、放送形式
、放送チャンネル番号、或いはグループ、バリエーション、操作チャンネル番号等を表示
する例を示したが、放送局コード等、放送識別が可能となるものであれば何を表示するよ
うにしてもよく、また例えば放送局名のみを表示することとしてもよい。放送形式につい
てはＴＡ、ＢＡ、ＣＡといった記号を地上波、衛星放送、ケーブルテレビ等の文字に置き
換えて表示することとしてもよい。また、放送識別情報を表示する際には、対応する番組
のジャンルやタイトル等の情報や録画日時等の情報も管理情報中から読み出して付加的に
表示することとしてもよい。
【０２４１】
　なお、番組記録再生装置がＤＶＤ－ＲＡＭに記録する放送識別情報は図１０に示した内
容に限られず、放送局コード、又は放送局名称、又は受信条件を示す分類コード等と放送
チャンネルとの組のいずれか１つを内容に含めば足りる。また、受信条件を示すものとし
て分類コードの代わりに受信エリアを示す文字列や加入したケーブルテレビの名称を示す
文字列等を用いることもできる。放送チャンネルについては放送形式の区別が不要であれ
ば放送チャンネル番号のみで表現できる。放送局名称は、放送局を指し示す名称であれば
よいが、放送識別用テーブルにおいては他の放送局から１の放送局を識別可能なような文
字列を放送局名称として定めておくことが望ましい。
【０２４２】
　また、例えばＤＶＤ－ＲＡＭに放送識別情報として放送局コードのみが記録されていた
場合に、このＤＶＤ－ＲＡＭから番組を再生する装置においては、放送局コードから放送
局名称、受信エリア、放送チャンネル等を求めるための対応表を有することとし、この対
応表に基づいて求められた放送局名称等を表示することとしてもよい。
　（２４）実施の形態２では、ＤＶＤ－ＲＡＭの管理情報から読み出した放送識別情報で
あるグループとバリエーションとの組を放送識別情報変換テーブルから検索して放送チャ
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ンネルを特定することとしたが（図２４、ステップＳ２１１～Ｓ２１３）、バリエーショ
ンまで一致するものがない場合にはグループのみが一致するものを検索して放送チャンネ
ルを特定することとしてもよい。
【０２４３】
　また、グループとバリエーションとの２段階のみならず、放送識別情報にさらに多くの
段階からなる階層構造を定めることとしてもよい。即ち、ステップＳ２１１における検索
では、上位階層から下位階層の方向へできるだけ多く一致しているものを検索することと
し、このことを踏まえて予め階層構造を定めることとしてもよい。また、表示する形式と
しても、検索により特定した放送チャンネルからチャンネル対応表により定まる操作チャ
ンネル番号を表示する他に、放送チャンネルを表示してもよく、また、グループ、バリエ
ーション等の階層構造の上位から下位の方向に、一致したところまでの階層の内容を表示
することとしてもよい。
【０２４４】
　（２５）実施の形態２に係る番組記録再生装置２１００は、放送識別情報変換テーブル
を外部ネットワークの予め定められたアドレスの装置からダウンロードすることとしてが
、その装置のアドレスをユーザから受け付けることとしてもよく、またダウンロードは例
えば番組記録再生装置２１００の初回起動時や一定期間毎といった予め定められたスケジ
ュールに従って実行することとしてもよい。
【０２４５】
　また番組記録再生装置は、放送識別情報変換テーブルのみならず実施の形態１に示した
放送識別用テーブルを外部ネットワークから取得するようにしてもよい。この場合、外部
ネットワークから取得する放送識別用テーブルはあらゆる受信条件に対応したテレビ放送
の識別用のテーブルであることとしてもよいし、取得側の受信条件に適合するものだけを
抽出したテーブルであることとしてもよい。
【０２４６】
　また実施の形態１に示した放送識別用テーブルから一定の受信条件に合致したもののみ
を抜き出して実施の形態２に示した放送識別情報変換テーブルを作成することとしてもよ
い。
　（２６）実施の形態３では、放送識別情報が番組と多重化された放送され、番組記録装
置は、放送識別情報と番組とを分離して両方を対応付けて記録媒体に記録することとした
が、番組及び放送識別情報を、番組に放送識別情報が多重化され放送されたままのデータ
構造で記録媒体に記録することとしてもよく、この場合には、この記録媒体から番組を再
生する装置が再生の際に放送識別情報を分離抽出して選択肢表示等に利用することとして
もよい。
【０２４７】
　（２７）実施の形態４で示した録画モードについては、リモコン１２２０を録画モード
切替用のボタンを有するものにし、ユーザがその録画モード切替ボタンを押下した回数に
応じてＸＰ（高画質）、ＳＰ（標準）、ＬＰ（長時間）を巡回的に切り替えるようにして
もよい。なお、ユーザがＦＲ（自由設定）を指定した場合に、番組記録再生装置が、ＤＶ
Ｄ－ＲＡＭの空き容量に応じてビットレートを算定することとしてもよい。
【０２４８】
　（２８）実施の形態４では、ＩＴ＿ＴＸＴ内に録画モード情報が格納されていない等の
場合に、録画モードを計算により求めることとしたが（図３２、ステップＳ４６３～Ｓ４
６６）、この場合には、録画モードを表示しないことにしてもよい。また、ステップＳ４
６６では録画モードを特定することとしたが、この代わりに算出したビットレートをその
まま表示することとしてもよい。また、他メーカにより録画モードを記述したテキストフ
ィールドに対応するＩＤＣＤ値とそのメーカを表す識別コードや具体的な録画モードの記
述内容等が公開されているならば、実施の形態４で示した録画モード情報が格納されてい
ない等の場合において、他メーカに記録された録画モードを読み出して利用することとし
てもよい。
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【０２４９】
　（２９）実施の形態４で示したＸＰ、ＳＰ等の録画モードは、一定のビットレートを示
すものに限らず、可変ビットレートで記録する場合におけるビットレートの制御方式を示
すものであってもよく、記録媒体中にはユーザに指定された録画モードで示された制御方
式による可変ビットレートで番組が記録されるとともに、その制御方式を示す録画モード
が管理情報中に記録されることとしてもよい。
【０２５０】
　（３０）上述の実施の形態でフローチャート等を用いて示したＤＶＤ－ＲＡＭへの番組
属性としての放送識別情報或いは録画モード情報と番組との記録の手順やＤＶＤ－ＲＡＭ
からの番組及び番組属性の読み出しや番組属性の表示の手順を、汎用のコンピュータ又は
プログラム実行機能を有する家電機器に実行させるためのコンピュータプログラムを、記
録媒体に記録し又は各種通信路等を介して、流通させ頒布することもできる。
【０２５１】
　かかる記録媒体には、ＩＣカード、光ディスク、フレキシブルディスク、ＲＯＭ等があ
る。流通、頒布されたコンピュータプログラムは、プログラム実行機能を有する家電機器
やパーソナルコンピュータ等にインストール等されることにより利用に供され、家電機器
やパーソナルコンピュータは、当該コンピュータプログラムを実行して、各実施の形態に
示したような番組記録再生装置の各機能を実現する。
【図面の簡単な説明】
【０２５２】
【図１】本発明の実施の形態１に係る番組記録再生システム１０００の装置構成を示す図
である。
【図２】番組記録再生装置１１００のハードウェア構成図である。
【図３】番組記録再生装置１１００の機能構成図である。
【図４】番組の記録媒体であるＤＶＤ－ＲＡＭ１２００の論理構造を示す図である。
【図５】管理情報ファイル（ｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏ）の内容のうち、番組記録再生装
置１１００が放送識別情報を含ませるアイテムテキスト領域に関連するデータ構造を示す
図である。
【図６】アイテムテキスト領域の内容の一例を示す図である。
【図７】チャンネル対応表のデータ構造及び内容例を示す図である。
【図８】分類コードの例を示す図である。
【図９】放送識別用テーブルのデータ構造及び内容例を示す図である。
【図１０】ＤＶＤ－ＲＡＭに記録する形式における放送識別情報のデータ構造及び内容例
を示す図である。
【図１１】管理情報ファイル（ｖｒ＿ｍａｎｇｒ．ｉｆｏ）内の製造者情報テーブルに関
連するデータ構造を示す図である。
【図１２】ＤＶＤ－ＲＡＭに記録するための最終記録装置情報のデータ構造及び内容例を
示す図である。
【図１３】番組記録再生装置１１００の受信記録動作を示すフローチャートである。
【図１４】番組記録再生装置１１００が受信記録の際に行う放送識別情報反映処理を示す
フローチャートである。
【図１５】番組記録再生装置１１００の再生動作を示すフローチャートである。
【図１６】番組記録再生装置１１００が再生の際に行う再生番組選択肢表示処理を示すフ
ローチャートである。
【図１７】再生番組選択肢表示処理により表示される画面例を示す図である。
【図１８】変形例１に係る番組記録再生装置の受信記録動作を示すフローチャートである
。
【図１９】変形例１に係る番組記録再生装置が受信記録の際に表示する画面例を示す図で
ある。
【図２０】変形例２に係る放送識別用テーブルのデータ構造及び内容例を示す図である。
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【図２１】実施の形態２に係る番組記録再生装置２１００の再生機能に関連する機能構成
を示す図である。
【図２２】放送識別情報変換テーブルのデータ構造及び内容例を示す図である。
【図２３】番組記録再生装置２１００によりなされる放送識別情報変換テーブル取得処理
を示すフローチャートである。
【図２４】番組記録再生装置２１００が再生の際に行う再生番組選択肢表示処理を示すフ
ローチャートである。
【図２５】実施の形態３に係る番組放送記録システムの構成図である。
【図２６】実施の形態４に係る番組記録再生装置４１００の機能構成図である。
【図２７】録画モードテーブルのデータ構造及び内容例を示す図である。
【図２８】ＤＶＤ－ＲＡＭに記録する形式における録画モード情報のデータ構造及び内容
例を示す図である。
【図２９】番組記録再生装置４１００の録画動作を示すフローチャートである。
【図３０】番組記録再生装置４１００が録画の際に行う録画モード情報反映処理を示すフ
ローチャートである。
【図３１】番組記録再生装置４１００の再生動作を示すフローチャートである。
【図３２】番組記録再生装置４１００が再生の際に行う記録済番組一覧表示処理を示すフ
ローチャートである。
【符号の説明】
【０２５３】
　１０００　　番組記録再生システム
　１１００、２１００、４１００　　番組記録再生装置
　１１２１、２１２１、３２０１　　ＵＩ制御部
　１１２２　　チャンネル変換部
　１１２３、２１２３　　チャンネル対応表記憶部
　１１２４、３２０２　　チューナ制御部
　１１２５　　放送識別情報特定部
　１１２６　　放送識別用テーブル記憶部
　１１２７、３２０５、４１２７　　記録制御部
　１１２８　　放送識別情報記録部
　１１２９、２１２９　　データ運用情報管理部
　１１３０、２１３０　　管理情報格納部
　１１３１、２１３１　　ディスクドライブ制御部
　１１３２、２１３２、４１３２　　再生制御部
　１１３３　　放送識別情報表示部
　１１３４、２１３４　　放送識別情報読出部
　１２００　　ＤＶＤ－ＲＡＭ
　１２１０　　出力装置
　１２２０　　リモコン
　２１４１　　放送識別情報変換テーブル記憶部
　２１４２　　放送識別情報変換表示部
　２１４３　　テーブル取得部
　３１００　　番組放送装置
　３１０１　　番組データ記憶部
　３１０２　　放送識別情報記憶部
　３１０３　　多重化部
　３１０４　　送信部
　３２００　　番組記録装置
　３２０４　　分離部
　４１２８　　録画モード情報記録部



(45) JP 4102370 B2 2008.6.18

　４１２９　　録画モード管理部
　４１３３　　録画モード情報表示部
　４１３４　　録画モード情報読出部
　４１４０　　日時管理部
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